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四

ロ
バ
ー
ト
一
世
の
王
璽
の
研
究

印
璽
間
の
役
割
分
担

本
稿
は
、
前
稿
で
示
し
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
印
章
・

印
璽
の
使
用
の
進
展
を
背
景
と
し
て
、
ロ
バ
ー
ト
一
世
の
王
璽
の

使
用
、
特
に
そ
の
変
化
に
注
目
す
る
。
王
璽
の
使
用
法
の
変
化
は
、

国
璽
の
機
能
と
明
ら
か
に
区
別
さ
れ
る
機
能
を
王
璽
が
持
っ
て
い

た
か
ど
う
か
、
と
い
う
点
に
注
目
す
る
こ
と
で
可
能
に
な
る
。
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
で
そ
の
区
別
が
明
確
に
な
っ
て
い
く
過
程
は
、
王
権

の
制
限
と
い
う
憲
政
的
な
進
展
と
軌
を
一
に
し
て
い
た
。
ロ
バ
ー

ト
一
世
の
名
で
発
給
さ
れ
た
す
べ
て
の
文
書
を
詳
細
に
検
討
す
る

と
、
彼
の
治
世
に
国
璽
と
王
璽
の
機
能
に
は
っ
き
り
と
し
た
区
分

が
常
に
存
在
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
区
分
が
時
と
と
も
に
明

確
に
な
っ
て
い
く
様
子
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
治
世
の
前

期
で
は
印
璽
の
使
用
が
あ
い
ま
い
で
あ
る
の
に
対
し
、
中
期
、
後

期
と
治
世
が
進
む
に
つ
れ
て
、
印
璽
が
一
貫
し
た
意
図
に
し
た
が

っ
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
特
別
な
理
由
が
明
ら
か
で
は
な
く
、
漠
然
と
王
璽
が
使

わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
例
を
三
つ
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る

（N
o.385

、N
o.38

、N
o.55

）。
そ
れ
ら
は
み
な
治
世
の
比
較

的
早
い
時
期
に
発
給
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
（
表
１
参
照
）。

こ
の
う
ち
で
も
っ
と
も
初
期
の
例
を
検
討
し
よ
う
。
一
三
〇
六

年
三
月
に
ス
ク
ー
ン
で
王
位
に
つ
い
た
ロ
バ
ー
ト
は
、
一
三
〇
九

年
三
月
に
セ
ン
ト
・
ア
ン
ド
ル
ー
ズSt

A
ndrew

s

で
彼
の
最
初

の
パ
ー
ラ
メ
ン
ト
を
開
い
た
。
こ
の
時
に
な
っ
て
よ
う
や
く
彼
は

パ
ー
ラ
メ
ン
ト
を
招
集
で
き
る
よ
う
な
地
位
に
至
っ
た
か
、
あ
る

い
は
、
人
々
が
出
席
す
る
だ
ろ
う
集
ま
り
を
確
信
し
て
招
集
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
時
の
最
重
要
の
課
題
は
、
ロ
バ
ー
ト
を

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
王
ロ
バ
ー
ト
一
世
の
王
権
と
印
璽
（
下
）

坂

下

拓

治

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
王
ロ
バ
ー
ト
一
世
の
王
権
と
印
璽
（
下
）

一
三
五
（
一
三
五
）



正
式
な
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
王
と
し
て

認
め
て
く
れ
た
フ
ラ
ン
ス
王
フ
ィ
リ
ッ

プ
四
世
に
返
書
を
作
成
し
、
外
交
を
樹

立
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
（
1
）
。
こ
の
機
会
に

二
通
の
文
書
が
別
々
の
印
璽
に
よ
っ
て

発
給
さ
れ
て
お
り
、
印
璽
が
意
図
せ
ず

に
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る

第
一
の
例
と
な
る
。
一
通
目
は
原
本
と

し
て
残
存
し
て
い
る
証
書
で
あ
り
、
王
璽
の
刻
印
が
残
っ
て
い
る

（N
o.385 （

2
）
）。
こ
の
証
書
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

神
と
メ
ル
ロ
ー
ズ
の
聖
マ
リ
ア
教
会
と
そ
の
地
で
神
に
仕
え

る
修
道
士
た
ち
に
、
そ
し
て
今
後
余
の
救
済
と
余
の
先
任
者

と
後
継
者
の
魂
の
た
め
に
仕
え
る
こ
と
に
な
る
修
道
士
た
ち

に
、
前
述
の
修
道
士
た
ち
が
ニ
コ
ラ
ス
・
グ
レ
ア
ム
と
彼
の

先
任
者
か
ら
保
有
し
て
い
た
エ
ス
ク
デ
イ
ルE

skdale
の
す

べ
て
の
土
地
を
、
そ
れ
に
付
随
す
る
す
べ
て
の
も
の
と
と
も

に
、
何
ら
の
留
保
な
し
で
、
与
え
、
譲
与
し
、
こ
の
余
の
証

書
に
よ
っ
て
確
認
し
た
。
…
…（
以
下
略
）…
…
。

こ
の
件
で
の
二
通
目
の
証
書
は
、
王
璽
で
は
な
く
国
璽
を
付
し

て
発
給
さ
れ
て
い
る
（N

o.5

）。
こ
の
文
書
で
、
王
は
マ
ナ
ー

M
anor

の
バ
ロ
ン
領
を
「
余
の
寵
愛
す
る
忠
実
な
も
の
で
あ
る

ア
ダ
ム
・
マ
ー
シ
ャ
ル
に
、
余
の
こ
の
証
書
に
よ
っ
て
与
え
、
譲

与
し
、
確
認
し
た
」。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
機
会
に
お
い
て
は
、

国
璽
と
王
璽
の
両
方
が
ロ
バ
ー
ト
一
世
に
利
用
可
能
で
あ
っ
た
こ

と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
機
会
に
発
給
さ
れ
た
二
通
の
文
書
は

両
者
と
も
狭
義
の
譲
渡
証
書
で
あ
り
、
同
様
に
財
産
が
処
置
さ
れ

て
お
り
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
て
い
る
第
一
の
例
で
あ
る
証
書
に
、

国
璽
で
は
な
く
王
璽
が
付
さ
れ
て
発
給
さ
れ
た
理
由
は
明
ら
か
で

は
な
い
。
つ
ま
り
、
同
じ
機
会
に
同
様
の
二
つ
の
処
置
が
別
々
の

印
璽
で
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
は
、
国
璽
と
王
璽
の
二
つ
が

明
確
に
は
区
別
さ
れ
ず
に
使
わ
れ
て
い
た
可
能
性
を
示
し
て
い
る

の
で
あ
る
（
3
）
。

セ
ン
ト
・
ア
ン
ド
ル
ー
ズ
で
の
彼
の
最
初
の
パ
ー
ラ
メ
ン
ト
か

ら
一
三
一
四
年
ま
で
は
、
バ
ノ
ッ
ク
バ
ー
ン
の
戦
い
へ
の
序
章
と

も
言
え
る
時
期
で
あ
り
、
ロ
バ
ー
ト
一
世
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
内

の
反
対
勢
力
の
除
去
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
側
に
占
拠
さ
れ
る
要
所
の

奪
還
に
努
め
て
い
た
。
一
三
一
三
年
一
月
に
は
パ
ー
スPerth

を
、

同
六
月
に
は
マ
ン
島Isle

of
M

an

を
、
一
三
一
四
年
二
月
に
は

ロ
ク
ス
バ
ラR

oxburgh

を
、
同
三
月
に
は
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
を
取

り
戻
し
た
（
4
）
。
こ
の
奪
回
の
過
程
の
最
中
で
あ
る
一
三
一
三
年
一
二

月
一
八
日
に
、
王
璽
が
不
明
瞭
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
第
二

の
例
と
な
る
文
書
が
発
給
さ
れ
た
（N

o.38

）。
こ
の
例
は
、
文

［表１］ 印璽間の役割の不分
明を示す王璽の使用例

発給年月日

１３０９年３月１６（１７）日
１３１３年１２月１８日
１３１５年３月１８日

No

３８５
３８
５５

史

学

第
八
六
巻

第
一
・
二
号

一
三
六
（
一
三
六
）



面
の
中
の
文
言
と
実
際
の
使
わ
れ
方
と
の
あ
い
だ
に
不
一
致
が
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
文
書
は
原
本
と
し
て
現
存
し
、

直
径
約
二
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
王
璽
の
刻
印
が
残
っ
て
い
る
（
5
）
。

こ
の
文
面
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

ジ
ョ
ン
・
ド
ゥ
・
シ
ー
ト
ンJohn

de
Seton

と
彼
の
息
子

と
彼
の
兄
弟
は
、
余
の
信
頼
を
放
棄
し
、
そ
し
て
さ
ら
に
余

の
忠
臣
フ
ィ
ン
レ
イ
の
息
子
ロ
ジ
ャ
ーR

oger
son

of
Fin-

lay

の
馬
を
奪
っ
た
の
で
、
カ
ム
ナ
ッ
クC

um
nock

の
保

有
地
の
中
に
あ
る
前
述
の
ジ
ョ
ン
の
す
べ
て
の
土
地
を
、
す

べ
て
の
正
し
い
そ
の
土
地
の
区
分
に
し
た
が
っ
て
前
述
の
彼

の
損
失
の
償
い
の
た
め
に
、
前
述
の
フ
ィ
ン
レ
イ
の
息
子
ロ

ジ
ャ
ー
に
、
余
は
譲
与
す
る
。
…
…（
中
略
）…
…
こ
の
こ
と

の
証
拠
と
し
て
、
こ
の
書
状
に
余
の
印
璽sigillum

nostrum

が
取
り
付
け
ら
れ
る
。
余
の
治
世
八
年
一
二
月
一
八
日
、
エ

アA
yr

に
お
い
て
与
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
「
余
の
印
璽sigillum

nostrum

」
と
い

う
表
現
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
二
つ
の
例
外
を
除
き
通
常
は
国
璽
の

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
（
6
）
。
二
つ
の
例
外
の
う
ち
の
一
つ
が
今
こ
こ

で
扱
っ
て
い
る
例
で
あ
り
、
こ
の
王
璽
の
刻
印
を
持
つ
文
書
は
、

文
面
の
文
言
と
実
践
と
の
間
の
相
違
を
示
し
て
い
る
。

も
う
一
つ
の
例
外
は
、
次
に
注
目
す
る
王
璽
の
使
用
の
不
明
確

さ
を
示
す
第
三
の
例
で
も
あ
る
（N

o.55

）。
一
三
一
四
年
六
月

バ
ノ
ッ
ク
バ
ー
ン
で
エ
ド
ワ
ー
ド
二
世
が
率
い
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

軍
を
破
っ
た
ロ
バ
ー
ト
一
世
は
、
同
一
一
月
の
パ
ー
ラ
メ
ン
ト
で

反
対
勢
力
の
財
産
の
没
収
を
宣
言
し
た
。
こ
こ
で
扱
う
文
書
は
、

翌
一
三
一
五
年
三
月
一
八
日
に
ク
ラ
イ
ド
湾Firth

of
C

lyde

に

面
す
る
ダ
ン
バ
ー
ト
ンD

um
barton

で
発
給
さ
れ
た
文
書
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
り
王
ロ
バ
ー
ト
は
、

神
と
聖
ケ
ッ
ソ
ー
グSt

K
essog

に
ガ
ー
スgirth

と
呼
ば

れ
る
特
権
を
永
遠
に
承
認
し
た
（
7
）
。
す
な
わ
ち
、
ル
スLuss

の
教
会
の
周
囲
に
、
地
上
で
も
水
上
で
も
す
べ
て
の
地
域
か

ら
な
る
三
マ
イ
ル
の
空
間
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
の
王
国
中
で
ガ
ー
ス
と
呼
ば
れ
る
何
ら
か
の
特
権
と
同

様
に
自
由
に
、
そ
し
て
平
穏
に
。
…
…（
中
略
）…
…
こ
の
こ

と
の
証
拠
と
し
て
、
余
は
余
の
印
璽sigillum

nostrum

を

取
り
付
け
さ
せ
た
。
余
の
治
世
九
年
三
月
一
八
日
ダ
ン
バ
ー

ト
ン
に
お
い
て
。
証
人
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ス
テ
ュ
ワ
ー
ト

W
alter

Stew
art

、
ジ
ョ
ン
・
メ
ン
テ
ィ
スJohn

M
enteith

、

ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ダ
グ
ラ
スJam

es
D

ouglas

、
ロ
バ
ー
ト
・

キ
ー
スR

obert
K

eith

、マ
ル
コ
ム
・
フ
レ
ミ
ン
グM

alcolm

Flem
ing

、
そ
し
て
ダ
ン
バ
ー
ト
ン
の
町
人
ア
ラ
ン
の
息
子

ア
ダ
ム
、
他
の
多
く
の
高
貴
で
信
頼
で
き
る
人
々
と
と
も
に
。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
王
ロ
バ
ー
ト
一
世
の
王
権
と
印
璽
（
下
）

一
三
七
（
一
三
七
）



前
例
と
同
様
に
、
こ
の
文
書
の
認
証
定

式
に
お
い
て
「
余
の
印
璽sigillum

nostrum

」
と
い
う
文
言
が
使
わ
れ
て

い
る
。
こ
の
文
書
は
原
本
と
し
て
現
存

し
て
い
る
が
、
印
璽
の
刻
印
部
分
が
失

わ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
「
余
の
印

璽
」
と
い
う
文
言
が
実
際
に
は
ど
ち
ら

の
印
璽
を
指
し
て
い
る
か
は
わ
か
ら
な

い
。
し
か
し
文
書
集
を
編
集
し
た
ダ
ン

カ
ン
は
、
こ
の
文
書
は
ダ
ン
バ
ー
ト
ン

の
町
の
書
記
に
よ
っ
て
清
書
さ
れ
、
国

璽
で
は
な
く
王
璽
を
付
し
て
発
給
さ
れ

た
と
主
張
し
て
い
る
。
彼
は
そ
の
理
由

と
し
て
、
特
徴
的
な
筆
跡
、
普
通
で
な
い
用
語
法
、
定
型
文
の
例

外
的
な
順
序
、
こ
の
文
書
が
発
給
さ
れ
た
同
時
期
に
発
給
さ
れ
た

文
書
の
一
連
の
流
れ
の
四
点
を
挙
げ
て
い
る
。
つ
ま
り
二
点
目
に

関
し
て
は
、
通
常
ロ
バ
ー
ト
一
世
の
文
書
は
「R

obertus
D

ei
gra-

cia
rex

Scottorum

」
と
い
う
語
で
始
ま
る
が
、
こ
の
文
書
は

「R
obertus

D
ei

gracia
Scottorum

rex

」
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
三
点
目
に
つ
い
て
は
、
こ
の
文
書
は
日
付
や
場
所
な
ど
の
終
末

定
式
の
後
に
、
証
人
一
覧
が
続
い
て
い
る
。
こ
れ
は
こ
の
時
期
の

王
の
文
書
形
式
に
は
一
般
に
見
ら
れ
な
い
並
び
で
あ
る
。
ダ
ン
カ

ン
の
第
四
の
理
由
を
確
認
す
る
た
め
に
、
表
２
に
一
連
の
文
書
の

経
過
が
示
さ
れ
て
い
る
。
三
月
一
三
日
か
ら
の
一
週
間
で
、
こ
こ

で
扱
っ
て
い
るN

o.55

だ
け
が
ダ
ン
バ
ー
ト
ン
で
発
給
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
他
の
ア
ー
ブ
ロ
ウ
ス
で
発
給
さ
れ
た
一
連
の
文
書
の

流
れ
に
明
ら
か
に
そ
ぐ
わ
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
鑑
み
る
と
、

こ
の
文
書
は
、
ダ
ン
カ
ン
が
主
張
す
る
よ
う
に
ダ
ン
バ
ー
ト
ン
で

王
璽
を
付
し
て
発
給
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
合
理
的
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
二
つ
の
例
（N

o.38

、N
o.55

）
で
は
、
国

璽
が
付
さ
れ
て
い
る
と
文
書
内
の
文
言
は
述
べ
て
い
る
も
の
の
、

実
際
に
は
王
璽
が
付
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
例
は
、

印
璽
に
関
す
る
文
書
内
の
文
言
と
、
印
璽
の
実
践
と
の
間
に
食
い

違
い
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

以
上
見
て
き
た
三
例
（N

o.385

、N
o.38

、N
o.55

）
は
、

印
璽
の
使
用
に
関
し
て
一
貫
し
た
実
践
が
な
く
、
さ
ら
に
、
あ
る

特
定
の
目
的
の
た
め
に
ど
の
印
璽
を
使
用
す
る
べ
き
か
決
定
す
る

た
め
の
厳
格
な
原
則
が
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
役
割
に
お
け
る
王
璽
と
国
璽
と
の
間
の
境
界
線
は
あ
い

ま
い
で
あ
っ
た
と
結
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
も
の
と
は
対
照
的
に
、
使
用
法
に

お
い
て
二
つ
の
印
璽
の
あ
い
だ
に
差
異
が
生
じ
て
き
た
こ
と
を
示

［表２］ No. 55と同時期に発給された文書

印璽

国璽
国璽
王璽
国璽

発給地

アーブロウス
アーブロウス
ダンバートン
アーブロウス

発給日

３月１３日
３月１４日
３月１８日
３月２０日

No

５２，５３
５４
５５
５６

史

学

第
八
六
巻

第
一
・
二
号

一
三
八
（
一
三
八
）



す
例
を
見
て
い
き
た
い
。

第
一
に
、
一
三
一
〇
年
四
月
一
五
日
に
イ
ン
チ
マ
ホ
ムInch-

m
ahom

e

で
王
璽
を
付
し
て
発
給
さ
れ
た
文
書
（N

o.13

）
は
、

こ
の
時
点
で
す
で
に
二
つ
の
印
璽
を
使
い
分
け
よ
う
と
す
る
意
図

が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
文
書
で
王
ロ
バ
ー
ト
は
、

王
に
逆
ら
っ
た
臣
民
の
財
産
や
土
地
を
、
戦
争
で
被
っ
た
被
害
の

埋
め
合
わ
せ
と
し
て
ア
ー
ブ
ロ
ウ
ス
大
修
道
院
に
与
え
て
い
る
。

こ
の
文
書
は
、
次
の
よ
う
に
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
の
証
拠
と
し
て
、
前
述
の
敬
虔
な
人
々
に
、

こ
の
余
の
書
状
が
余
の
王
璽
の
も
と
で
開
封
し
て
作
ら
れ
る

よ
う
に
余
は
命
じ
た
。
そ
し
て
、
余
は
余
の
尚
書
部
長
官
に

望
み
指
示
す
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
余
の
承
認
と
寄
進
と
が
、

同
じ
言
葉
で
更
新
さ
れ
、
そ
し
て
国
璽sigillo

regni

に
よ

っ
て
よ
り
確
実
な
も
の
と
し
て
強
化
さ
れ
る
よ
う
に
。
一
三

一
〇
年
、
そ
し
て
余
の
治
世
五
年
四
月
一
五
日
、
イ
ン
チ
マ

ホ
ム
に
お
い
て
与
え
ら
れ
る
。

こ
の
文
書
は
「
王
国
の
印
璽sigillo

regni

」
す
な
わ
ち
国
璽
が
（
8
）
、

文
書
の
有
効
性
を
保
証
す
る
点
で
王
璽
に
優
っ
て
い
た
こ
と
を
明

確
に
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
一
三
一
〇
年
の
例
は
、
こ
の
時

点
で
、
王
璽
で
は
な
く
国
璽
が
財
産
な
ど
を
与
え
る
目
的
に
ふ
さ

わ
し
い
と
考
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
と
序
列
に
応
じ
て
二
つ
の
印
璽
を
使
う
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
次
に
述
べ
る
尚
書
部
長
官
に
対

す
る
命
令
と
は
異
な
り
、
こ
の
例
で
は
王
璽
に
よ
っ
て
実
際
に
財

産
が
与
え
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
文
書
が
発
給
さ
れ
た
一

三
一
〇
年
に
は
印
璽
の
使
い
分
け
の
意
図
が
定
着
し
て
お
ら
ず
、

実
践
に
移
す
制
度
や
仕
組
み
が
未
発
達
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
こ
の

例
は
示
し
て
い
る
。

第
二
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
も
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
同
様
に
、

尚
書
部
長
官
に
対
し
て
文
書
を
発
給
す
る
よ
う
に
命
令
す
る
文
書

の
例
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
王
璽
に
よ
る
文
書
が
、
国
璽
を

付
し
た
文
書
を
発
給
す
る
旨
の
命
令
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
（
次
の
概
念
図
を
参
照
）。

王
璽
に
よ
る
文
書

⇒尚
書
部
長
官

⇒国
璽
に
よ
る
文
書

こ
の
こ
と
は
、
二
つ
の
印
璽
に
序
列
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
特
定
の
目
的
の
た
め
に
は
ど
ち
ら
か

の
印
璽
が
適
切
で
、
も
う
一
方
の
印
璽
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
考

え
ら
れ
て
い
た
、
と
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
表
３
は
こ
の
よ

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
王
ロ
バ
ー
ト
一
世
の
王
権
と
印
璽
（
下
）

一
三
九
（
一
三
九
）



う
な
印
璽
の
序
列
的
な
関
係
性

を
示
す
王
璽
の
使
用
例
を
、
年

代
順
に
並
べ
た
も
の
で
あ
る
。

印
璽
の
序
列
的
な
使
用
を
示
す

尚
書
部
長
官
へ
の
命
令
の
例
は

す
べ
て
、
先
に
見
て
き
た
王
璽

の
使
用
の
不
明
確
さ
を
示
す
三

つ
の
例
よ
り
も
後
に
発
給
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
分
類
さ
れ
る
文
書
の
中
で
最
初
の
例
は
、
一
三
一
六
年

の
尚
書
部
長
官
バ
ー
ナ
ー
ドB

ernard
に
対
す
る
命
令
で
あ
る

（N
o.109

）。
彼
は
、
ペ
イ
ズ
リ
ーPaisley
大
修
道
院
に
対
し
て

追
認
証
書confirm

ation

を
尚
書
部
か
ら
発
給
す
る
よ
う
に
命
じ

ら
れ
た
（
9
）
。
さ
ら
に
、
こ
の
追
認
証
書
は
、
こ
の
修
道
院
が
ア
レ
ク

サ
ン
ダ
ー
三
世
な
ど
か
ら
す
で
に
手
に
入
れ
て
い
た
す
べ
て
の
証

書
と
追
認
証
書
に
関
し
て
「
適
切
な
形
で
」
作
成
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
と
指
示
さ
れ
て
い
る
。

﹇N
o.109

﹈
神
の
恩
寵
に
よ
り
ス
コ
ッ
ト
人
の
王
で
あ
る
ロ

バ
ー
ト
は
、
ア
ー
ブ
ロ
ウ
ス
修
道
院
長
で
あ
り
彼
の
尚
書
部

長
官
で
あ
る
バ
ー
ナ
ー
ド
に
挨
拶
す
る
。
余
は
汝
に
次
の
こ

と
を
命
じ
る
。
す
な
わ
ち
、
敬
虔
な
も
の
で
あ
る
ペ
イ
ズ
リ

ー
の
大
修
道
院
長
と
修
道
会
に
、
彼
ら
の
土
地
と
教
会
に
つ

い
て
す
で
に
贈
与
者
と
余
の
前
任
者
で
あ
る
王
ア
レ
ク
サ
ン

ダ
ー
か
ら
持
っ
て
い
た
す
べ
て
の
彼
ら
の
証
書
と
追
認
証
書

に
つ
い
て
、
余
の
チ
ャ
ペ
ル
（
尚
書
部
）
か
ら
適
切
な
形
で

in
debita

form
a

作
ら
れ
た
追
認
証
書
を
も
た
ら
し
め
る
よ

う
に
。
前
述
の
証
書
と
追
認
証
書
が
、
と
て
も
明
ら
か
に
そ

の
中
で
述
べ
、
そ
し
て
承
認
さ
れ
て
い
る
の
と
同
様
に
。
余

の
治
世
一
一
年
一
二
月
一
七
日
、
ク
ラ
ッ
ク
マ
ナ
ンC

lack-

m
annan

に
お
い
て
与
え
ら
れ
る
。

こ
れ
以
降
に
発
給
さ
れ
た
文
書
の
例
も
同
じ
よ
う
な
主
旨
を
持

っ
た
も
の
で
あ
る
。
第
二
の
例
は
、
メ
ル
ロ
ー
ズ
大
修
道
院
が
保

持
す
る
エ
ス
ク
デ
イ
ル
の
特
権
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
（N

o.

122

）。
ま
た
、
一
三
二
三
年
に
は
、
ス
ク
ー
ン
大
修
道
院
が
保
持

す
る
文
書
を
調
べ
、
そ
の
結
果
に
応
じ
て
証
書
を
更
新
す
る
権
限

を
与
え
る
命
令
が
発
せ
ら
れ
た
（N

o.242 （
10
）
）。
同
様
の
主
旨
の
命

令
が
登
録
簿
に
も
記
載
さ
れ
て
お
り
、
ひ
と
つ
は
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・

ダ
グ
ラ
ス
に
証
書
を
発
給
す
る
旨
の
（R

a38

）、
も
う
ひ
と
つ
は

ト
マ
ス
・
ラ
ン
ド
ル
フT

hom
as

R
andolph

に
対
し
て
証
書
を

発
給
す
る
旨
の
命
令
で
あ
る
（R

a31

）。
こ
れ
ら
登
録
さ
れ
た
二

つ
の
命
令
は
、
発
給
す
る
べ
き
証
書
の
見
本
の
文
言
を
命
令
内
に

載
せ
て
い
る
。
例
え
ば
ラ
ン
ド
ル
フ
の
証
書
に
関
す
る
命
令
は
、

次
の
よ
う
に
始
ま
っ
て
い
る
。

［表３］ 文書を発給する旨
の尚書部長官への命令

発給日

１３１６年１２月１７日
１３１７年９月１６日
１３２３年８月３日
１３２４年１１月８日
１３２４年１２月２０日
１３２６年３月５日

No

１０９
１２２
２４２
Ra３８
Ra３１
２９２

史

学

第
八
六
巻

第
一
・
二
号

一
四
〇
（
一
四
〇
）



﹇R
a31

﹈
神
の
恩
寵
に
よ
り
ス
コ
ッ
ト
人
の
王
で
あ
る
ロ
バ

ー
ト
が
、
ア
ー
ブ
ロ
ウ
ス
大
修
道
院
長
で
あ
り
彼
の
尚
書
部

長
官
で
あ
る
バ
ー
ナ
ー
ド
に
挨
拶
す
る
。
余
は
汝
に
命
じ
る
。

す
な
わ
ち
、
汝
は
余
の
寵
愛
す
る
甥
で
あ
り
、
マ
リ
伯
、
ア

ナ
ン
デ
イ
ル
の
領
主
で
あ
る
ト
マ
ス
・
ラ
ン
ド
ル
フ
に
対
し

て
、
マ
リ
伯
領
と
付
随
物
に
関
す
る
証
書
を
、
以
下
の
文
言

で
作
成
し
、
更
新
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
神

の
恩
寵
に
よ
り
ス
コ
ッ
ト
人
の
王
で
あ
る
ロ
バ
ー
ト
が
…
…

（
以
下
略
）
…
…
（
11
）
。

と
い
う
具
合
に
見
本
と
な
る
文
書
が
続
い
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
命
令
に
つ
い
て
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
命
令
内
に
印

璽
に
関
す
る
直
接
の
言
及
が
な
い
点
で
あ
る
。N

o.109

の
例
で

は
「
適
切
な
形
でin

debita
form

a

」
と
い
う
文
言
が
使
わ
れ
て

お
り
、
そ
れ
が
「
国
璽
を
付
し
た
尚
書
部
の
適
切
な
形
式
で
」
を

示
唆
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
実
際
に
印
璽

間
に
序
列
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
、
序

列
を
考
え
る
た
め
に
、
尚
書
部
長
官
に
対
す
る
命
令
の
う
ち
別
の

二
つ
の
例
を
見
て
み
よ
う
。

﹇R
a38

﹈
ロ
バ
ー
ト
が
…
…
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
彼
の
尚
書

部
長
官
で
あ
る
ア
ー
ブ
ロ
ウ
ス
の
大
修
道
院
長
バ
ー
ナ
ー
ド

に
挨
拶
す
る
。
余
は
汝
に
命
令
し
、
そ
し
て
指
示
す
る
。
す

な
わ
ち
、
余
の
敬
愛
し
忠
実
な
る
も
の
で
あ
る
ダ
グ
ラ
ス
の

領
主
ジ
ェ
イ
ム
ズ
に
、
一
通
の
証
書
が
、
以
下
の
言
葉
で
余

の
国
璽
の
も
と
でsub

m
agno

sigillo
nostro

発
せ
ら
れ
る

よ
う
に
汝
が
と
り
な
す
よ
う
に
。
す
な
わ
ち
…
…（
以
下
略
）

…
…
。

﹇N
o.292

﹈
神
の
恩
寵
に
よ
り
ス
コ
ッ
ト
人
の
王
で
あ
る
ロ

バ
ー
ト
が
、
ア
ー
ブ
ロ
ウ
ス
大
修
道
院
長
で
あ
り
、
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
の
彼
の
尚
書
部
長
官
で
あ
る
バ
ー
ナ
ー
ド
に
挨
拶

す
る
。
騎
士
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
グ
レ
ア
ム
﹇
父
子
の
﹈
父
に

余
の
証
書
が
余
の
国
璽
の
も
と
で
適
切
な
形
式
でsub

m
agno

sigillo
nostro

in
debita

form
a

渡
さ
れ
る
よ
う
に

汝
が
果
た
す
よ
う
に
、
余
は
汝
に
命
じ
る
。
そ
れ
は
、
フ
ォ

ー
フ
ァ
ー
の
シ
ェ
リ
フ
管
区
下
の
オ
ー
ル
ド
・
モ
ン
ト
ゥ
ロ

ー
ズO

ld
M

ontrose

の
す
べ
て
の
土
地
に
つ
い
て
で
あ
り
、

続
い
て
彼
が
余
か
ら
得
る
王
璽
の
も
と
で
の
証
書
の
文
面
に

従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
結
果
、
半
ダ
ヴ
ァ
ク
（
12
）
の
土

地
の
程
度
に
ふ
さ
わ
し
い
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
奉
仕Scottish

service

を
彼
は
果
た
す
こ
と
に
な
る
。
余
の
治
世
二
〇
年

三
月
五
日
、
ス
ク
ー
ン
に
お
い
て
与
え
ら
れ
る
（
13
）
。

こ
れ
ら
の
例
は
「
国
璽
の
も
と
でsub

m
agno

sigillo
nostro

」

証
書
を
発
給
す
る
よ
う
に
明
示
し
て
お
り
、
王
璽
と
国
璽
の
間
に

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
王
ロ
バ
ー
ト
一
世
の
王
権
と
印
璽
（
下
）

一
四
一
（
一
四
一
）



明
確
な
序
列
が
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き

る
。
そ
の
た
め
、
尚
書
部
長
官
に
宛
て
た

文
書
発
給
の
た
め
の
命
令
は
、
印
璽
に
つ

い
て
の
言
明
が
な
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、

あ
る
い
は
「
適
切
な
形
式
で
」
と
指
示
す

る
の
み
で
あ
っ
て
も
、
国
璽
に
よ
っ
て
発

給
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
王
璽
に
よ
る

命
令
文
書
で
あ
る
と
考
え
て
も
良
い
だ
ろ

う
。こ

の
よ
う
に
、
こ
こ
で
見
て
き
た
尚
書

部
長
官
へ
の
命
令
の
例
が
示
し
て
い
る
こ

と
は
、
追
認
証
書
や
譲
渡
証
書
、
あ
る
い

は
そ
れ
ら
を
更
新
す
る
た
め
の
権
限
を
与

え
る
文
書
を
王
璽
の
も
と
で
発
給
す
る
こ

と
は
不
適
切
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
、
こ
れ

ら
の
よ
う
な
文
書
を
国
璽
の
も
と
で
発
給

さ
せ
る
た
め
に
尚
書
部
長
官
に
対
し
て
命

令
す
る
た
め
に
王
璽
文
書
が
用
い
ら
れ
た

こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
国
璽
と
王
璽
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
固
有
の
機
能
を
帯
び
て
い
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

二
つ
の
印
璽
の
区
別
を
理
解
す
る
た
め
に
注
目
し
た
い
第
三
の

例
は
、
ロ
バ
ー
ト
一
世
が
死
亡
す
る
一
三
二
九
年
に
発
給
さ
れ
た

一
連
の
文
書
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
原
本
と
し
て
残
存
し
、
二
通

（N
o.376

、N
o.377

）
は
王
璽
を
付
し
て
カ
ー
ド
ゥ
ロ
ス
で
発

給
さ
れ
、
そ
の
前
後
に
別
の
二
通
が
国
璽
を
付
し
て
ダ
ン
デ
ィ
ー

D
undee

に
て
発
給
さ
れ
た
（N

o.375

、N
o.379

）。
二
つ
の
異

な
っ
た
印
璽
が
付
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
四

文
書
は
す
べ
て
同
一
の
「
書
記
Ｃ
」
に
よ
っ
て
清
書
さ
れ
た
（
14
）
。
さ

ら
に
、
印
璽
の
刻
印
が
文
書
に
残
っ
て
お
り
、
国
璽
の
刻
印
は
蝋

そ
の
も
の
の
色
で
あ
る
黄
色
の
、
王
璽
の
刻
印
は
赤
で
着
色
さ
れ

た
蝋
が
刻
印
と
し
て
残
っ
て
い
る
（
15
）
。
こ
れ
ら
の
情
報
を
ま
と
め
た

の
が
表
４
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
情
報
に
よ
る
と
、
書
記
Ｃ
は
ダ
ン

デ
ィ
ー
か
ら
カ
ー
ド
ゥ
ロ
ス
ま
で
の
距
離
（
約
一
四
〇
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
）
を
五
月
三
日
ま
で
の
三
週
間
弱
で
移
動
し
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
時
、
尚
書
部
長
官
と
国
璽
と
と
も
に
移
動
し
た
と
考
え
る
の

が
合
理
的
で
あ
る
（
16
）
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
五
月
三
日
の
時
点
で
、

国
璽
と
王
璽
の
両
者
が
カ
ー
ド
ゥ
ロ
ス
に
存
在
し
た
こ
と
に
な
り
、

書
記
Ｃ
と
そ
の
他
の
関
係
者
は
二
通
の
書
状
（N

o.376

、N
o.

377
）
を
作
成
す
る
た
め
に
意
図
的
に
王
璽
と
赤
い
蝋
を
使
用
し

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
理
由
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
ら
の
文
書
を
考
察
し
て
い
く
と
、
用
途
に
応
じ
て
印
璽
が

［表４］ 蝋の色と書記（No. 375、No. 376、No. 377、No. 379）

書記

書記Ｃ
書記Ｃ
書記Ｃ

蝋の色

黄
赤
黄

印璽

国璽
王璽
国璽

発給地

ダンディー
カードゥロス
カードゥロス

日付

１３２９年４月１４日
１３２９年５月３日
１３２９年５月１１日

No

３７５
３７６，３７７
３７９
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使
い
分
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
王
璽
を
付
し

て
発
給
さ
れ
た
二
通
の
書
状
は
外
交
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

ロ
バ
ー
ト
一
世
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
エ
ド
ワ
ー
ド
三
世
に
対
し
て
、

ア
ー
ブ
ロ
ウ
ス
大
修
道
院
（N

o.376

）
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人

商
人
（N

o.377
）
を
良
き
に
は
か
ら
う
よ
う
に
要
望
し
た
。

﹇N
o.376

﹈
健
康
と
繁
栄
が
続
く
こ
と
を
願
い
つ
つ
。
か
つ

て
あ
な
た
へ
の
余
の
書
状
で
、
同
盟
者
と
し
て
、
そ
し
て
敬

愛
す
る
友
と
し
て
、
信
頼
し
て
余
は
嘆
願
し
た
。
す
な
わ
ち
、

敬
虔
な
人
々
で
あ
る
ア
ー
ブ
ロ
ウ
ス
の
大
修
道
院
長
と
修
道

会
が
自
身
の
特
定
の
利
用
の
た
め
に
戦
争
以
前
に
保
有
し
て

い
た
ダ
ラ
ム
司
教
区
の
ホ
ー
ル
ト
ウ
ィ
ッ
ス
ルH

altw
his-

tle

教
会
が
、
そ
の
彼
ら
に
復
帰
さ
れ
る
よ
う
に
あ
な
た
が

と
り
は
か
ら
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
。
そ
し
て
あ
な
た
は
、
余

に
宛
て
ら
れ
た
あ
な
た
の
書
状
に
よ
っ
て
、
こ
れ
に
つ
い
て

ロ
ン
ド
ン
で
最
終
的
な
返
事
を
与
え
る
日
を
、
去
る
イ
ー
ス

タ
ー
の
三
週
間
後
に
設
定
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
素
晴
ら

し
き
あ
な
た
に
真
摯
な
愛
に
よ
っ
て
、
次
の
こ
と
を
余
は
嘆

願
す
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
名
誉
の
た
め
に
、
余
の
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
の
王
の
先
任
者
は
前
述
の
ア
ー
ブ
ロ
ウ
ス
の
修
道

院
を
建
立
し
、
同
修
道
院
に
前
述
の
ホ
ー
ル
ト
ウ
ィ
ッ
ス
ル

教
会
を
、
敬
虔
な
心
に
よ
っ
て
贈
っ
て
い
た
、
カ
ン
タ
ベ
リ

の
聖
ト
マ
ス
の
崇
敬
に
つ
い
て
熟
慮
し
、
そ
し
て
ま
た
育
ま

れ
た
真
摯
な
愛
の
た
め
に
、
あ
な
た
の
王
国
の
修
道
士
た
ち

に
、
そ
し
て
他
の
教
会
の
人
々
に
、
彼
ら
の
聖
職
禄
が
復
帰

す
る
よ
う
に
余
は
な
し
た
し
、
な
す
よ
う
に
、
毎
日
こ
の
よ

う
に
あ
な
た
の
決
定
に
よ
り
あ
な
た
が
定
め
る
よ
う
に
取
り

計
ら
う
よ
う
に
。
す
な
わ
ち
、
あ
な
た
に
よ
る
償
い
と
し
て
、

誉
れ
高
き
あ
な
た
の
父
の
推
薦
に
よ
っ
て
同
教
会
を
占
有
し

て
い
る
他
の
と
こ
ろ
か
ら
の
あ
な
た
の
聖
職
者
か
ら
、
同
教

会
が
前
述
の
修
道
士
た
ち
に
復
帰
さ
れ
る
よ
う
に
な
す
こ
と

を
、
慈
悲
深
く
、
か
た
じ
け
な
く
も
あ
な
た
が
し
て
く
だ
さ

る
よ
う
に
。
五
月
三
日
、
カ
ー
ド
ゥ
ロ
ス
に
お
い
て
与
え
ら

れ
る
。

﹇N
o.377

﹈
健
康
と
繁
栄
が
続
く
こ
と
を
願
い
つ
つ
。
余
の

と
こ
ろ
に
来
て
い
た
余
の
王
国
の
あ
る
商
人
の
供
述
に
よ
っ

て
、
余
は
次
の
こ
と
を
理
解
し
た
。
悪
税m

altoll

と
呼
ば

れ
る
あ
な
た
の
関
税
の
徴
収
者
た
ち
が
、
あ
な
た
の
王
国
の

そ
れ
ぞ
れ
の
港
を
通
じ
て
、
余
の
王
国
の
前
述
の
商
人
た
ち

を
、
普
通
で
な
い
関
税
と
不
正
な
取
り
立
て
に
よ
っ
て
悩
ま

せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
王
国
中

で
の
慣
習
的
な
過
程
に
さ
か
ら
っ
て
、
彼
ら
が
海
や
陸
を
経

由
し
前
述
の
港
へ
と
来
た
り
、
上
陸
し
た
り
す
る
時
に
、
彼

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
王
ロ
バ
ー
ト
一
世
の
王
権
と
印
璽
（
下
）

一
四
三
（
一
四
三
）



ら
の
商
品
の
一
ポ
ン
ド
ご
と
に
三
ペ
ン
ス
を
、
入
港
税
あ
る

い
は
出
港
税
と
し
て
彼
ら
か
ら
要
求
し
そ
し
て
取
り
上
げ
る

こ
と
で
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
素
晴
ら
し
き
あ
な
た
に
嘆

願
す
る
こ
と
を
余
は
決
め
た
。
す
な
わ
ち
、
余
の
側
か
ら
提

出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
彼
ら
の
あ
る
陳
情
を
聞
き
、
余
の
王

国
の
前
述
の
商
人
た
ち
が
前
述
さ
れ
た
こ
と
に
か
ん
し
て
以

下
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
よ
う
に
あ
な
た
が
命
じ
る
よ
う
に
。

つ
ま
り
、
余
の
港
へ
と
集
う
あ
な
た
の
王
国
の
商
人
が
、
余

と
余
の
人
々
か
ら
好
意
を
受
け
ら
れ
る
の
と
同
様
に
、
そ
し

て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
あ
な
た
が
欲
す
る
の
と
同
様
に
。
そ
し

て
余
に
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
素
晴
ら
し
き
あ
な
た
が
な

す
べ
き
こ
と
を
決
定
す
る
と
い
う
返
事
を
す
る
こ
と
を
あ
な

た
が
欲
す
る
よ
う
に
。
五
月
三
日
、
カ
ー
ド
ゥ
ロ
ス
に
お
い

て
与
え
ら
れ
る
。

こ
の
時
ま
で
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
尚
書
部
は
外
交
分
野
で
の
活

発
な
役
割
を
す
で
に
終
え
て
い
た
。
尚
書
部
と
尚
書
部
長
官
は
部

局
化
し
、
王
の
「
秘
書
官
」
と
し
て
の
機
能
を
果
た
さ
な
く
な
る

に
つ
れ
て
、
国
璽
は
国
内
の
行
政
に
お
い
て
と
同
様
に
外
交
で
も

王
個
人
の
意
思
を
表
す
の
を
や
め
て
い
っ
た
。
代
わ
り
に
、
よ
り

個
人
的
な
印
璽
で
あ
る
王
璽
（
さ
ら
に
の
ち
に
は
御
璽
）
が
、
よ

り
非
公
式
な
外
交
の
文
書
を
作
成
す
る
の
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
っ
た
（
17
）
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
も
同
様
に
、
尚
書
部
が
外
交

的
私
信
を
作
成
し
な
く
な
り
、
よ
り
正
式
な
条
約
の
よ
う
な
も
の

だ
け
が
尚
書
部
か
ら
国
璽
を
伴
っ
て
発
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

よ
う
で
あ
る
（
18
）
。
そ
れ
ゆ
え
、
い
ま
注
目
し
て
い
る
例
で
あ
る
外
交

的
私
信
（N

o.376

、N
o.377

）
の
た
め
に
、
作
成
者
は
王
璽
の

刻
印
を
赤
色
の
蝋
で
書
状
に
付
す
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
判
断
し

た
と
考
え
ら
れ
る
（
19
）
。

こ
れ
に
対
し
て
、
そ
の
前
後
に
国
璽
を
付
し
て
発
給
さ
れ
た
文

書
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
内
の
人
々
に
対
し
て
権
利
や
財
産
を
与
え

た
り
、
認
め
た
り
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
ラ
ル
フ
・
ド

ゥ
・
ダ
ン
デ
ィ
ーR

alph
de

D
undee

と
そ
の
息
子
ジ
ョ
ン
に

対
す
る
追
認
証
書
（N

o.375

）
と
メ
ル
ロ
ー
ズ
大
修
道
院
に
対

し
て
の
開
封
書
状
で
あ
る
（N

o.379

）。
後
者
の
文
書
で
王
は

「
敬
虔
な
人
々
で
あ
る
メ
ル
ロ
ー
ズ
の
大
修
道
院
長
と
修
道
士
、

彼
ら
の
土
地
、
彼
ら
の
人
々
、
彼
ら
の
す
べ
て
の
所
有
物
、
そ
し

て
動
産
も
不
動
産
も
聖
界
の
も
の
も
世
俗
の
も
の
す
べ
て
の
彼
ら

の
財
産
を
、
王
の
保
護
下
へ
と
正
し
く
置
い
たsub

firm
a

pace

et
proteccione

nostra
juste

sucepisse

」。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の

時
点
で
は
、
外
交
上
の
通
信
を
目
的
と
し
た
文
書
と
、
内
政
を
治

め
る
た
め
の
文
書
で
、
二
つ
の
印
璽
が
一
貫
し
た
意
図
で
使
い
分

け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
例
は
そ
の
当

史
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時
の
文
書
作
成
組
織
の
あ
り
方
を
も
示
し
て
い
る
。
書
記
は
区
別

さ
れ
て
い
な
い
一
方
で
、
他
方
で
は
、
王
璽
と
赤
色
の
蝋
は
、
国

璽
と
黄
色
の
蝋
か
ら
明
ら
か
に
区
別
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
例
は
、

こ
の
と
き
王
璽
は
独
自
の
書
記
を
有
し
た
独
立
し
た
組
織
を
持
っ

て
い
な
か
っ
た
が
、
作
成
し
て
い
る
文
書
に
ど
ち
ら
の
印
璽
で
ど

の
色
の
蝋
を
使
う
の
が
適
切
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
関
係
者
が
、

印
璽
を
保
持
し
た
文
書
作
成
に
携
わ
る
部
門
に
い
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
（
20
）
。

以
上
で
見
て
き
た
こ
と
か
ら
、
印
璽
の
使
用
に
傾
向
が
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
印
璽
間
の
役
割
が
不
分
明
で
、
王
璽
が
あ

い
ま
い
に
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
例
は
、
治
世
の
比
較
的
早

い
時
期
に
現
れ
、
対
し
て
、
王
璽
が
固
有
の
使
用
範
囲
を
持
っ
て

い
た
こ
と
を
示
す
例
は
一
三
一
六
年
以
降
に
見
ら
れ
た
（
21
）
。
し
た
が

っ
て
、
ロ
バ
ー
ト
一
世
の
治
下
に
王
璽
の
使
用
が
進
む
に
つ
れ
て
、

両
印
璽
が
そ
れ
ぞ
れ
特
定
の
目
的
の
た
め
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
っ
た
と
結
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

王
璽
の
役
割

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
に
両
印
璽
が
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
そ
れ

ぞ
れ
固
有
の
役
割
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
、

追
認
証
書
や
譲
渡
証
書
、
そ
れ
ら
を
更
新
す
る
権
限
を
証
明
す
る

文
書
や
、
そ
の
他
財
産
を
与
え
る
文
書
な
ど
は
国
璽
に
よ
っ
て
発

給
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
王
璽
に
よ
っ
て
発
給
さ
れ
る
の
は
不
適

切
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（N

o.13

、N
o.109

な
ど
）。

加
え
て
、
治
世
の
早
い
時
期
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
、
財
産
や
権
利

を
授
与
や
確
認
す
る
王
璽
文
書
は
、
そ
の
文
面
や
実
践
に
お
い
て

曖
昧
さ
を
示
し
て
い
た
（N

o.385

、N
o.38

、N
o.55

）。
対
照

的
に
、
こ
れ
ら
の
よ
う
な
文
書
を
発
給
す
る
旨
の
尚
書
部
長
官
に

対
す
る
命
令
や
、
外
交
的
私
信
は
王
璽
に
よ
っ
て
発
給
さ
れ
る
の

が
適
切
と
み
な
さ
れ
て
い
た
（N

o.109

、N
o.376

、N
o.377

な
ど
）。
つ
ま
り
、
王
璽
の
適
切
な
使
用
法
は
、
財
産
や
権
利
を

与
え
る
こ
と
で
は
な
く
、
王
の
役
人
に
何
か
を
命
じ
た
り
、
外
交

的
私
信
を
発
給
し
た
り
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
想
定
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
れ
を
確
か
め
る
た
め
に
、
以
下
で
王
璽
の
使
わ
れ
方

に
注
目
し
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、
何
ら
か
の
財
産
や
権
利
を
授
与
す
る
た
め
に
使
わ
れ
た

王
璽
文
書
を
見
て
い
き
た
い
（
22
）
。
こ
れ
に
分
類
さ
れ
る
文
書
の
数
は

一
四
で
あ
る
（
23
）
。
受
益
者
は
、
メ
ル
ロ
ー
ズ
大
修
道
院
（N

o.385

）、

ア
ー
ブ
ロ
ウ
ス
大
修
道
院
（N

o.13

）、
ス
ク
ー
ン
大
修
道
院

（N
o.16,N

o.89

）、
フ
ィ
ン
レ
イ
の
息
子
ロ
ジ
ャ
ー
（N

o.38

）、

ル
ス
教
会
（N

o.55

）、
ポ
ル
マ
デ
ィ
ー
慈
善
施
設hospitalof

Polm
adie

（N
o.93

）、
ヘ
ン
リ
ー
・
ド
ゥ
・
シ
ン
ク
レ
アH

enry

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
王
ロ
バ
ー
ト
一
世
の
王
権
と
印
璽
（
下
）

一
四
五
（
一
四
五
）



de
St

C
lair

（N
o.114

）、
イ
ン
チ
ァ
フ
レ
イ
大
修
道
院Inchaf-

fray

（N
o.134

）、
ジ
ョ
ン
・
デ
ル
・
グ
レ
ンJohn

delG
len

（N
o.144

）、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ド
ゥ
・
シ
ー
ト
ンA

lexander

de
Seton

（N
o.148

）、
パ
ー
ス
の
ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
（N

o.

173

）、
ソ
ウ
ト
ゥ
ラ
の
慈
善
施
設hospitalof

Soutra

（N
o.

266

）、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ド
ゥ
・
グ
レ
ア
ムD

avid
de

G
raham

the
father

（N
o.293

）
で
あ
る
（
24
）
。
こ
れ
ら
一
四
通
の
文
書
は
表

５
に
一
覧
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
表
は
、
治
世
が
進
む
に
連
れ
て

王
璽
文
書
が
授
与
の
た
め
に
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
様
子
を
示

し
て
い
る
。
一
三
一
九
年
ま
で
は
こ
の
目
的
の
た
め
に
王
璽
が
頻

繁
に
使
わ
れ
て
い
た
が
、
一
三
二
〇
年
台
に
そ
の
た
め
に
使
わ
れ

た
例
は
明
ら
か
に
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
時
が
経

つ
に
つ
れ
て
、
王
璽
に
よ
る
授
与
が
例
外
に
な
っ
て
い
っ
た
と
言

う
こ
と
が
で
き
る
。
一
見
、
こ
の
全
体
的
な
傾
向
に
そ
ぐ
わ
な
い

と
思
わ
れ
る
例
が
あ
る
。
治
世
の
後
半
で
あ
る
一
三
二
五
年
（N

o.

266

）
と
一
三
二
六
年
（N

o.293

）
に
、
こ
の
目
的
の
た
め
に
王

璽
文
書
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
以
下
で
こ
れ
ら

の
二
文
書
を
詳
細
に
観
察
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
が
全
体
的
な
傾

向
に
反
す
る
決
定
的
な
証
拠
と
は
な
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
る
で
あ

ろ
う
。

ま
ず
、
一
三
二
五
年
二
月
に
ベ
リ
ッ
クB

erw
ick

upon

T
w

eed

で
発
給
さ
れ
た
前
者
の
文
書
は
、
偽
造
で
あ
る
こ
と
が

疑
わ
れ
る
（N

o.266

）。
ダ
ン
カ
ン
も
偽
造
を
疑
っ
て
い
る
が
、

こ
こ
で
は
文
書
形
式
に
注
目
し
て
さ
ら
に
そ
の
主
張
を
推
し
進
め

た
い
（
25
）
。
こ
の
文
書
は
検
査
証
書inspection

の
よ
う
な
形
式
を
し

て
い
る
が
、
そ
の
形
式
の
文
書
に
普
通
使
わ
れ
る
「
検
査
し
たin-

spexisse

」
と
い
う
動
詞
が
使
わ
れ
て
い
な
い
（
26
）
。
こ
の
文
書
は
以

下
の
よ
う
に
始
ま
り
、
終
わ
っ
て
い
る
。

神
の
恩
寵
に
よ
り
ス
コ
ッ
ト
人
の
王
で
あ
る
ロ
バ
ー
ト
が
、

こ
の
書
状
を
受
け
取
る
こ
と
に
な
る
す
べ
て
の
人
々
に
挨
拶

す
る
。
以
下
の
こ
と
を
知
れ
。
す
な
わ
ち
、
神
の
恩
寵
に
よ

り
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
国
王
陛
下
で
あ
り
、
余
の
先
任
者
で

あ
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
と
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
の
﹇
名
で
発
給
さ
れ

［表５］ 財産や権利の譲渡や確
認を目的とした王璽文書

発給日

１３０９年３月１６日
１３１０年４月１５日
１３１２年３月１２日
１３１３年１２月１８日
１３１５年３月１８日
１３１６年３月２２日
１３１６年５月２８日
１３１７年６月３日
１３１８年２月２６日
１３１９年１月２９日
１３１９年３月２６日
１３２１年２月２日
１３２５年２月１４日
１３２６年３月５日

No

３８５
１３
１６
３８
５５
８９
９３
１１４
１３４
１４４
１４８
１７３
２６６
２９３

史

学

第
八
六
巻

第
一
・
二
号

一
四
六
（
一
四
六
）



た
﹈
あ
る
証
書
が
、
ソ
ウ
ト
ゥ
ラ
の
聖
三
位
一
体
の
慈
善
施

設
の
長
と
信
徒
の
た
め
に
、
以
下
の
言
葉
で
続
く
い
か
な
る

部
分
も
取
り
消
さ
れ
な
い
よ
う
にnon

abolitas
non

can-

cellatas
余
が
な
し
た
こ
と
を
。
す
な
わ
ち
…
…（
以
下
、引

用
文
）…
…
。
前
述
の
証
拠
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
証
書
の
こ

の
写
し
に
余
は
王
璽
を
付
し
た
。
ベ
リ
ッ
ク
に
お
い
て
、
余

の
治
世
一
九
年
二
月
一
四
日
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
文
書
は
、
ロ
バ
ー
ト
一
世
が
ソ
ウ
ト
ゥ
ラ
の

慈
善
施
設
の
証
書
が
取
り
消
さ
れ
な
い
た
め
に
何
ら
か
を
し
た
こ

と
を
示
す
。
そ
の
際
、
こ
の
文
書
は
、
通
常
の
検
査
証
書
の
よ
う

に
、
検
査
さ
れ
る
べ
き
過
去
に
発
給
さ
れ
た
三
つ
の
文
書
の
文
言

を
逐
語
的
に
引
用
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
一
通
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
一

世
、
二
通
が
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
三
世
に
よ
っ
て
も
と
も
と
発
給
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
（
27
）
。
こ
れ
ら
の
文
書
は
す
べ
て
原
本
と
し
て
は
現

存
せ
ず
、
一
四
世
紀
後
半
に
編
纂
さ
れ
た
ソ
ウ
ト
ゥ
ラ
の
カ
ー
チ

ュ
ラ
リ
ー
の
中
に
複
写
と
し
て
存
在
し
て
い
る
（
28
）
。

三
つ
の
う
ち
最
初
に
引
用
さ
れ
て
い
る
文
書
（N

o.266a

�

R
R

S2
,N

o.400

）
の
形
式
に
注
目
す
る
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
一
世
の

時
代
は
文
書
の
形
式
が
変
化
す
る
途
上
で
あ
り
、
形
式
の
特
徴
や

差
異
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
り
、
の
ち
の
文
書
よ
り
も
多
く
の
情

報
を
与
え
て
く
れ
る
（
29
）
。
こ
の
文
書
の
全
文
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。神

の
恩
寵
に
よ
り
ス
コ
ッ
ト
人
の
王
ウ
ィ
リ
ア
ム
が
、
司
教

た
ち
、
大
修
道
院
長
た
ち
、
伯
た
ち
、
バ
ロ
ン
た
ち
、
司
法

長
官
た
ち
、
州
長
官
た
ち
、
市
長provost

た
ち
、
臣
た
ち
、

そ
し
て
彼
の
す
べ
て
の
地
の
す
べ
て
の
良
き
人
々
た
ち
に
、

聖
職
者
に
も
俗
人
に
も
、
挨
拶
す
る
。
神
と
ソ
ウ
ト
ゥ
ラ
の

聖
三
位
一
体
の
慈
善
施
設
に
、
余
の
地
に
お
け
る
世
俗
の
す

べ
て
の
物
と
所
有
物
に
お
い
て
、
彼
ら
に
合
理
的
に
与
え
ら

れ
た
土
地
と
人
々
と
施
し
の
す
べ
て
の
寄
進
を
、
余
が
与
え
、

譲
与
し
、
こ
の
余
の
証
書
に
よ
っ
て
確
認
し
た
こ
と
を
、
現

在
の
も
の
た
ち
も
将
来
の
も
の
た
ち
も
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
れ
ゆ
え
余
は
以
下
の
こ
と
を
欲
し
、
厳
命
す
る
。

す
な
わ
ち
、
前
述
の
慈
善
施
設
と
、
そ
こ
で
神
に
仕
え
て
い

る
修
道
士
ら
が
、
彼
ら
の
す
べ
て
の
所
有
物
と
施
し
を
持
ち

保
有
す
る
こ
と
を
。
…
…（
中
略
）…
…
。
そ
れ
ゆ
え
、
余
は

次
の
こ
と
を
欲
し
、
厳
命
す
る
。
す
な
わ
ち
、
先
述
の
修
道

士
ら
が
、
す
べ
て
の
既
述
の
こ
と
を
、
自
由
で
永
続
的
な
施

し
と
し
て
、
神
の
慈
愛
の
た
め
に
、
そ
し
て
余
の
祖
父
で
あ

る
王
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
と
余
の
兄
で
あ
る
王
マ
ル
カ
ム
の
御
魂

の
た
め
に
、
そ
し
て
余
の
父
で
あ
る
伯
ヘ
ン
リ
ー
と
余
の
す

べ
て
の
先
任
者
と
相
続
人
た
ち
の
御
魂
の
た
め
に
、
持
ち
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
王
ロ
バ
ー
ト
一
世
の
王
権
と
印
璽
（
下
）

一
四
七
（
一
四
七
）



保
有
す
る
こ
と
を
。
証
人
、
余
の
尚
書
部
長
官
ヒ
ュ
ー
、
余

の
書
記clerk

で
あ
る
ロ
バ
ー
ト
、
余
の
司
祭
で
あ
る
ラ
ン

ド
ル
フ
と
ウ
ォ
ル
タ
ー
、
司
法
長
官
ロ
ー
ラ
ン
ド
、
司
法
長

官
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ド
ゥ
・
リ
ン
ゼ
イ
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ド

ゥ
・
サ
マ
ー
ヴ
ィ
ル
、
ト
マ
ス
・
ド
ゥ
・
コ
ル
ヴ
ィ
ル
、
ジ

ョ
ン
・
マ
ー
シ
ャ
ル
。
八
月
五
日
、
ハ
デ
ィ
ン
ト
ン
に
て
与

え
ら
れ
るD

at’quinto
die

A
ugusti

apud
H

adyngtona

。

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
終
末
定
式
に
使
わ
れ
て
い
る
「
与
え
ら
れ

る‘D
at’

―
す
な
わ
ち‘D

atum
’

」
と
い
う
語
で
あ
る
（
30
）
。
こ
の
文

書
は
も
と
も
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
一
世
の
治
世
に
、
お
そ
ら
く
一
一
九

五
年
か
ら
一
一
九
九
年
ま
で
に
発
給
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
実
際
に
は‘D

atum
’

と
い
う
用
語
は
一
二
七
〇
年
台

以
前
に
は
ほ
と
ん
ど
、
あ
る
い
は
ま
っ
た
く
使
わ
れ
て
い
な
か
っ

た
（
31
）。
ウ
ィ
リ
ア
ム
一
世
の
名
で
発
給
さ
れ
た
す
べ
て
の
文
書
の
う

ち
三
通
に
お
い
て
の
み
そ
の
用
語
が
使
わ
れ
て
お
り
、
今
検
討
し

て
い
る
文
書
は
そ
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
（
32
）
。
ま
ず
は
他
の
二
通
で

‘D
atum

’

が
使
わ
れ
た
理
由
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
一
世
の
文
書
集
を
編
集
し
た
Ｇ
・
バ
ロ
ウ
は
こ
の

二
通
に
言
及
し
て
お
り
、
一
方
（N

o.193

）
に
つ
い
て
は
彼
は

偽
造
で
あ
る
と
認
め
て
い
る
（
33
）
。
も
う
一
方
（N

o.434

）
に
つ
い

て
は
、
そ
の
文
書
を
書
い
た
書
記
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ド
ゥ
・
ボ
ス

コW
illiam

de
B

oscho

（
あ
る
い
はde

B
oise

）
と
い
う
人
物

で
、
彼
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
王
の
文
書
に
発
給
日
を
書
き
入
れ
る

最
も
早
い
例
の
一
つ
（R

R
S2

,N
o.375

）
も
書
い
た
人
物
で
あ

り
、
彼
が
日
付
挿
入
の
実
践
を
導
入
し
た
人
物
で
あ
ろ
う
、
と
バ

ロ
ウ
は
推
察
し
て
い
る
（
34
）
。
こ
の
バ
ロ
ウ
に
よ
る
説
明
を
考
慮
す
る

と
、N

o.434

で
例
外
的
に‘D

atum
’

が
使
わ
れ
た
の
に
ふ
さ
わ

し
い
理
由
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
文
書
で
は
、「
尚
書

部
長
官
フ
ロ
ー
レ
ン
スFlorence

の
時
に
、
主
の
受
肉
か
ら
数

え
て
一
二
〇
三
年
に
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ド
ゥ
・
ボ
ス
コ
の
手
に
よ

っ
て
与
え
ら
れ
るD

atum
per

m
anum

W
illelm

i
de

B
oscho

tem
pore

F
lorentii

C
ancellarii

anno
ab

incarnatione
D

o-

m
ini

m
.

cciij

」
と
い
う
例
外
的
な
終
末
定
式
が
、
通
常
の
「
フ

ォ
ー
フ
ァ
ーForfar

に
お
い
て
一
一
月
四
日A

pud
F

orfar
iiij

die
N

ovem
bris

」
と
い
う
定
式
に
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
（
35
）
。
こ

の
文
書
が
発
給
さ
れ
た
当
時
、
尚
書
部
長
官
で
あ
る
フ
ロ
ー
レ
ン

ス
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
留
守
に
し
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
彼

の
兄
で
あ
る
オ
ラ
ン
ダH

olland

伯
が
亡
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
36
）
。

こ
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
例
外
的
な‘D

atum
’

で
始
ま
る
項
が

付
け
加
え
ら
れ
た
の
は
、
発
給
日
を
挿
入
す
る
な
ど
の
文
書
作
成

の
新
し
い
実
践
に
よ
く
馴
染
ん
で
い
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ド
ゥ
・
ボ

ス
コ
が
、
尚
書
部
長
官
の
代
理
と
し
て
国
璽
を
管
理
し
て
お
り
、

史
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そ
の
代
理
で
あ
る
彼
に
よ
っ
て
こ
の
文
書
が
与
え
ら
れ
た
と
い
う

事
実
を
強
調
す
る
た
め
に
、
意
図
的
に‘D

atum
’

と
い
う
語
を

使
用
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
一
世
の
文
書
で‘D

a-

tum
’

が
明
確
な
理
由
も
な
く
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
は
偽
造
で

あ
る
と
み
な
す
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
い
ま
注
目
し
て
い
る
検
査

証
書
の
最
初
の
引
用
文
書
（R

R
S2

のN
o.400

�R
R

S5

のN
o.

266a

）
に‘D

atum
’

が
使
わ
れ
る
必
要
性
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

そ
の
た
め
、
こ
の
引
用
文
書
は
偽
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
引
用
さ
れ
て
い
る
文
書
の
偽
造
は
、
引
用
し
て
い
る
側

の
文
書
の
偽
造
に
結
び
つ
く
。
一
四
世
紀
後
半
に
ソ
ウ
ト
ゥ
ラ
の

カ
ー
チ
ュ
ラ
リ
ー
を
作
成
し
た
人
物
が
、
そ
の
時
に
は
よ
り
一
般

的
で
あ
っ
た‘D

atum
’

の
項
を
使
っ
て
、
そ
の
文
書
の
写
し
を

偽
造
し
て
し
ま
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
変
則
的
な
認

証
定
式
を
持
ち
（
37
）
、「
検
査
し
たinspexisse

」
と
い
う
動
詞
が
使
わ

れ
て
い
な
い
こ
と
を
加
え
て
考
慮
す
る
と
、
ロ
バ
ー
ト
一
世
の
名

で
発
給
さ
れ
た
と
さ
れ
るN

o.266

は
偽
造
で
あ
る
と
結
論
づ
け

る
の
が
合
理
的
で
あ
る
（
38
）
。

治
世
後
期
に
王
璽
が
授
与
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
く

な
っ
た
と
い
う
全
般
的
な
傾
向
に
そ
ぐ
わ
な
い
第
二
の
例
（N

o.

293

）
に
戻
ろ
う
。
一
三
二
六
年
三
月
五
日
に
ス
ク
ー
ン
で
王
璽

に
よ
り
発
給
さ
れ
た
こ
の
文
書
に
よ
っ
て
ロ
バ
ー
ト
一
世
は
、
デ

イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
グ
レ
ア
ム
に
三
マ
ル
クm

erk

の
土
地
な
ど
を
与

え
た
（
39
）
。
一
見
す
る
と
普
通
の
譲
渡
証
書
の
よ
う
で
あ
る
が
、
他
の

二
通
の
文
書
（N

o.292

とN
o.294

）
と
同
時
に
考
察
す
る
こ

と
で
、
こ
の
文
書
の
別
の
側
面
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
こ
れ

ら
の
文
書
の
文
面
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（N

o.292

は
上
記
一

四
一
頁
参
照
）。

﹇N
o.293

﹈
神
の
恩
寵
に
よ
り
ス
コ
ッ
ト
人
の
王
ロ
バ
ー
ト

が
、
彼
の
す
べ
て
の
地
の
す
べ
て
の
良
き
も
の
た
ち
に
挨
拶

す
る
。
余
の
親
愛
な
る
忠
実
な
も
の
で
あ
る
騎
士
デ
イ
ヴ
ィ

ッ
ド
・
グ
レ
ア
ム
﹇
父
子
の
﹈
父
に
、
彼
の
臣
従
礼
と
奉
仕

の
ゆ
え
に
、
余
が
授
与
し
承
認
し
、
そ
し
て
こ
の
余
の
証
書

に
よ
っ
て
確
認
し
た
こ
と
を
、
汝
ら
は
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
す
な
わ
ち
、
余
が
彼
か
ら
所
有
し
て
い
る
、
キ
ャ
リ

ッ
ク
伯
管
区
の
も
と
の
サ
ッ
コ
スSuccoth

の
土
地
と
、
レ

ノ
ッ
ク
ス
伯
管
区
の
も
と
の
イ
ン
チ
ケ
イ
ロ
ッ
クInchcail-

loch

と
イ
ン
チ
フ
ァ
ドInchfad

の
島
の
土
地
と
交
換
で
、

一
方
で
は
東
側
は
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ド
ゥ
・
ア
ラ
ー
デ
ス

A
lexander

de
A

llirdess

の
土
地
と
、
他
方
で
西
側
は
ヒ

ュ
ー
・
フ
レ
ミ
ン
グH

ugh
Flem

ing

の
土
地
の
間
に
あ
る

三
マ
ル
ク
の
土
地
を
。
チ
ャ
ー
ル
ト
ンC

harleton

の
土
地

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
王
ロ
バ
ー
ト
一
世
の
王
権
と
印
璽
（
下
）

一
四
九
（
一
四
九
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か
ら
余
に
課
さ
れ
与
え
ら
れ
る
年
二
〇
シ
リ
ン
グ
と
と
も
に
、

前
述
の
土
地
と
キ
ン
ナ
バ
ーK

innaber

の
セ
イ
ン
領
の
所

有
権
と
保
有
権
と
と
も
に
、
そ
し
て
、
フ
ォ
ー
フ
ァ
ー
の
シ

ェ
リ
フ
管
区
の
も
と
の
そ
の
セ
イ
ン
領
か
ら
余
に
課
さ
れ
る

年
七
マ
ル
ク
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
適
切
な
そ
れ
ら
の
境
界

と
区
分
に
よ
っ
て
。﹇
そ
れ
ら
を
﹈
同
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
と
彼

の
相
続
人
、
あ
る
い
は
彼
ら
の
代
理
人
は
、
余
と
余
の
相
続

人
か
ら
、
自
由
な
バ
ロ
ン
領
と
し
て
、
保
有
し
所
有
す
る
こ

と
に
な
る
。
…
…（
中
略
）…
…
。
ノ
ー
ス
エ
ス
クN

orthesk

の
漁
場
と
、
前
述
の
漁
場
の
余
の
漁
師
た
ち
の
網
の
引
き
込

み
と
乾
燥
の
た
め
の
慣
習
的
な
場
所
は
、
余
と
余
の
相
続
人

に
留
保
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
前
述
の
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
と
彼

の
相
続
人
は
、
あ
る
い
は
彼
ら
の
代
理
人
は
、
余
と
余
の
相

続
人
に
、
余
の
軍
隊
で
の
一
弓
手
の
奉
公
を
、
そ
し
て
フ
ォ

ー
フ
ァ
ー
の
余
の
法
廷
の
た
め
一
訴
訟
を
、
大
天
使
聖
マ
イ

ケ
ル
の
祝
日
の
直
後
に
毎
年
そ
こ
で
開
か
れ
る
大
罪
の
弁
論

の
た
め
に
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
の
証

拠
と
し
て
、
こ
の
余
の
証
書
に
余
の
王
璽
を
付
け
さ
せ
るIn

cuius
rei

testim
onium

presente
carte

nostre
sigillum

nostrum
priuatum

fecim
us

apponi

。
証
人
、
キ
リ
ス
ト

に
お
い
て
尊
敬
す
べ
き
父
た
ち
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
と
モ
ー
リ
ス
、

神
の
恩
寵
に
よ
り
ダ
ン
ケ
ル
ドD

unkeld

と
ダ
ン
ブ
レ
イ

ン
の
教
会
の
司
教
、
ロ
バ
ー
ト
と
ジ
ョ
ン
、
ダ
ン
フ
ァ
ー
ム

リ
ン
と
ク
ー
パ
ー
の
大
修
道
院
長
た
ち
、
ロ
バ
ー
ト
・
ブ
ル

ー
ス
、
ヘ
ン
リ
ー
・
シ
ン
ク
レ
ア
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
シ

ー
ト
ン
父
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
バ
ー
ク
レ
イ
、
ニ
コ
ラ
ス
・

ヘ
イ
、
余
の
王
室
の
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
、
諸
騎
士
、
そ
の
他
。

ス
ク
ー
ン
に
お
い
て
、
余
の
治
世
二
〇
年
三
月
五
日
。

﹇N
o.294

﹈
神
の
恩
寵
に
よ
り
ス
コ
ッ
ト
人
の
王
ロ
バ
ー
ト

が
、
彼
の
す
べ
て
の
地
の
す
べ
て
の
良
き
も
の
た
ち
に
挨
拶

す
る
。
余
の
親
愛
な
る
忠
実
な
騎
士
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
グ
レ

ア
ム
﹇
父
子
の
﹈
父
に
、
彼
の
臣
従
礼
と
奉
仕
の
ゆ
え
に
、

余
が
授
与
し
認
め
、
そ
し
て
こ
の
余
の
証
書
に
よ
っ
て
確
認

し
た
こ
と
を
、
汝
ら
は
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ

ち
、
余
が
彼
か
ら
所
有
し
て
い
る
カ
ー
ド
ゥ
ロ
ス
の
土
地
と

交
換
に
、
オ
ー
ル
ド
・
モ
ン
ト
ゥ
ロ
ー
ズ
の
す
べ
て
の
土
地

を
、
フ
ォ
ー
フ
ァ
ー
の
シ
ェ
リ
フ
管
区
の
も
と
に
あ
る
付
属

物
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
適
切
な
境
界
と
そ
の
区
分
に
よ
っ

て
。﹇
そ
れ
ら
を
﹈
同
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
と
彼
の
相
続
人
、
あ

る
い
は
彼
の
代
理
人
た
ち
は
、
余
と
余
の
相
続
人
か
ら
、
保

有
し
所
有
す
る
こ
と
に
な
る
、
封
と
相
続
財
産
と
し
て
、
自

由
に
静
か
に
十
分
に
そ
し
て
尊
敬
を
持
っ
て
、
木
々
と
平
地

史
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に
お
い
て
、
草
地
と
牧
草
地
に
お
い
て
、
池
と
水
車
小
屋
と

粉
ひ
き
使
用
料
に
お
い
て
、
漁
場
と
醸
造
所
に
お
い
て
、
猟

に
お
い
て
、
そ
し
て
す
べ
て
の
他
の
便
宜
と
諸
特
権
と
地
役

権
と
と
も
に
、
前
述
の
土
地
に
付
随
す
る
、
あ
る
い
は
将
来

付
随
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
列
挙
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
列

挙
さ
れ
た
も
の
も
。
そ
れ
ゆ
え
、
前
述
の
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
と

彼
の
相
続
人
た
ち
、
あ
る
い
は
代
理
人
た
ち
は
、
余
と
余
の

相
続
人
た
ち
に
、
土
地
の
半
ダ
ヴ
ァ
ク
に
付
随
す
る
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
奉
仕
を
な
す
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
の
証

拠
と
し
て
、
こ
の
余
の
証
書
に
余
の
印
璽
を
付
け
さ
せ
るIn

cuius
rei

testim
onium

presenti
carte

nostre
sigillum

nostrum
fecim

us
apponi

。
証
人
、
キ
リ
ス
ト
に
お
い
て

尊
敬
す
べ
き
父
た
ち
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
と
モ
ー
リ
ス
、
神
の
恩

寵
に
よ
り
ダ
ン
ケ
ル
ド
と
ダ
ン
ブ
レ
イ
ン
の
教
会
の
司
教
た

ち
、
ロ
バ
ー
ト
と
ジ
ョ
ン
、
ダ
ン
フ
ァ
ー
ム
リ
ン
と
ク
ー
パ

ー
の
大
修
道
院
長
た
ち
、
ロ
バ
ー
ト
・
ブ
ル
ー
ス
、
ヘ
ン
リ

ー
・
シ
ン
ク
レ
ア
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
シ
ー
ト
ン
父
、
デ

イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
バ
ー
ク
レ
イ
、
ニ
コ
ラ
ス
・
ヘ
イ
、
余
の
王

室
の
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
、
諸
騎
士
、
そ
の
他
。
ス
ク
ー
ン
に
お

い
て
、
余
の
治
世
二
〇
年
三
月
五
日
。

N
o.292

はN
o.293

と
同
様
に
王
璽
を
付
し
て
発
給
さ
れ
た
文

書
で
あ
り
、
さ
ら
に
同
じ
日
に
発
給
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
書
に

よ
っ
て
王
は
、
オ
ー
ル
ド
・
モ
ン
ト
ゥ
ロ
ー
ズ
の
土
地
に
つ
い
て

の
証
書
を
国
璽
に
よ
っ
て
適
切
な
形
式
で
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
グ
レ

ア
ム
に
発
給
す
る
よ
う
に
尚
書
部
長
官
に
命
じ
て
い
る
。
さ
ら
に

「
余
の
王
璽
を
付
し
て
余
か
ら
得
る
こ
と
に
な
る
証
書
の
文
面
に

し
た
が
っ
て
」
と
い
う
条
件
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
王
璽
に
よ
る
証
書
がN

o.293

で
あ

る
と
考
え
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、N

o.292

（
オ
ー
ル
ド
・
モ
ン
ト

ゥ
ロ
ー
ズ
）
とN

o.293

（
三
マ
ル
ク
の
土
地
な
ど
）
で
は
そ
れ

ぞ
れ
別
の
対
象
物
を
扱
っ
て
い
る
。
こ
こ
でN

o.294

を
見
て
み

る
と
、
こ
れ
も
ま
たN

o.292

とN
o.293

と
同
じ
日
に
発
給
さ

れ
て
い
る
が
、
国
璽sigillum

nostrum

を
付
さ
れ
て
い
る
。N

o.

294

で
王
は
オ
ー
ル
ド
・
モ
ン
ト
ゥ
ロ
ー
ズ
の
土
地
を
グ
レ
ア
ム

に
与
え
て
い
る
（
40
）
。
つ
ま
り
、N

o.294

がN
o.292

の
命
令
の
結

果
発
給
さ
れ
た
証
書
で
あ
り
、
こ
れ
ら
二
つ
の
文
書
が
一
つ
の
文

書
発
給
過
程
を
構
成
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
過

程
はN

o.294

に
文
面
の
見
本
を
提
供
す
る
べ
き
王
璽
に
よ
る
証

書
を
欠
い
て
い
る
が
、
先
ほ
ど
見
た
よ
う
に
三
マ
ル
ク
の
土
地
な

ど
を
扱
うN

o.293

は
そ
れ
に
は
あ
た
ら
な
い
。
で
はN

o.293

は
何
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
答
え
は
、
何
ら
か
の
形
で
現
存
し
て
い
るN

o.292

、N
o.

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
王
ロ
バ
ー
ト
一
世
の
王
権
と
印
璽
（
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293

、N
o.294

の
三
通
の
文
書
が
、
二
つ

の
別
々
の
証
書
発
給
過
程
を
表
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
（
表
６
参
照
）。
ひ
と
つ

は
オ
ー
ル
ド
・
モ
ン
ト
ゥ
ロ
ー
ズ
の
土
地
に

関
す
る
も
の
で
、
も
う
ひ
と
つ
は
三
マ
ル
ク

の
土
地
な
ど
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。「
オ

ー
ル
ド
・
モ
ン
ト
ゥ
ロ
ー
ズ
過
程
」
で
は
、

N
o.292

に
よ
る
命
令
と
、
王
璽
に
よ
っ
て

発
給
さ
れ
た
「
失
わ
れ
た
証
書
Ａ
」
に
よ
る

文
面
の
見
本
と
に
し
た
が
っ
て
、
王
の
チ
ャ

ペ
ル
か
ら
国
璽
を
付
し
て
証
書
（N

o.

294

）
が
発
給
さ
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て

「
三
マ
ー
ク
の
土
地
過
程
」
で
は
、「
失
わ
れ

た
命
令
Ｂ
」
と
見
本
の
文
面
の
王
璽
証
書

N
o.293

と
に
し
た
が
っ
て
、
国
璽
を
付
し

た
「
失
わ
れ
た
証
書
Ｃ
」
が
発
給
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ

ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
王
璽
の
使
用
法
の
全
体

的
傾
向
に
逆
ら
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
たN

o.293

は
、
実
際
に

は
そ
れ
自
体
で
授
与
を
す
る
こ
と
を
目
的
し
た
文
書
で
は
な
く
、

一
連
の
発
給
過
程
の
一
部
を
形
成
し
、
見
本
と
な
る
べ
き
文
言
を

提
供
す
る
た
め
の
文
書
だ
っ
た
の
で
あ
る
（
41
）
。

そ
れ
ゆ
え
、
ロ
バ
ー
ト
一
世
の
治
世
の
後
半
に
王
璽
が
授
与
に

使
わ
れ
な
く
な
る
と
い
う
全
般
的
傾
向
に
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
逆

ら
っ
て
見
え
た
こ
れ
ら
の
二
文
書
（N

o.266

、N
o.293

）
は
、

そ
の
傾
向
を
覆
す
ほ
ど
の
決
定
的
な
証
拠
と
は
な
り
え
な
い
。
こ

れ
ら
の
例
は
、
既
述
の
「
王
璽
の
適
切
な
使
用
法
は
、
財
産
や
権

利
を
与
え
る
こ
と
で
は
な
く
、
王
の
役
人
に
何
か
を
命
じ
た
り
、

外
交
的
私
信
を
発
給
し
た
り
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
」
と
い
う
仮
説

を
支
持
し
て
い
る
。

こ
の
仮
説
は
、
王
璽
文
書
の
形
式
の
一
側
面
で
あ
る
宛
先
に
注

目
す
る
こ
と
で
さ
ら
に
強
固
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
宛
先

は
、
文
書
が
持
っ
て
い
る
役
割
を
見
極
め
る
上
で
重
要
な
要
素
の

う
ち
の
一
つ
で
あ
る
。「
彼
の
す
べ
て
の
地
の
す
べ
て
の
良
き

人
々
にom

nibus
probis

hom
inibus

tocius
terre

sue

」
と
い

う
よ
う
な
「
全
般
的
宛
先generaladdress

」
は
、
た
い
て
い

は
そ
の
文
書
が
授
与
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
（
42
）
。
対
照
的
に
、
個
人
や
あ
る
特
定
の
地
域
の
特
定
の
集
団
に

宛
て
ら
れ
る
「
特
定
的
宛
先particular

address

」
は
、
普
通

そ
の
文
書
が
命
令
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
43
）
。
表
７
は
王
璽
文

書
の
宛
先
（
全
般
的
宛
先
／
特
定
的
宛
先
）
を
年
代
順
に
並
べ
た

も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
は
、
王
璽
文
書
の
宛
先
に
治
世
の
間
で
変

化
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
一
三
二
一
年
（N

o.181

）

［表６］ 三文書（No. 292、No. 293、No. 294）で表される二過程

国璽文書

No. 294
‘C’

王璽文書

No. 292, ‘A’
‘B’, No. 293

対象物

オールド・モントゥローズ
３マルクの土地など
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を
境
と
し
て
、
全
般
的
宛
先
か
ら
特
定
的
宛
先
へ
と
変
わ
っ
て
い

っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
王
璽
文
書
の
使
用
法
が
授
与
か
ら
命
令
へ

と
変
化
し
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
確
か
に
治
世
後
半
に
も
全

般
的
宛
先
を
持
っ
た
文
書
が
二
通
（N

o.266

、N
o.293

）
見
ら

れ
る
が
、
上
で
見
た
よ
う
に
そ
れ
ら
は
仮
説
を
覆
す
ほ
ど
の
決
定

的
な
証
拠
と
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
王
璽
文
書
に
よ
る
授
与

の
た
め
の
使
わ
れ
方
は
適
切
で
は
な
く
、
使
用
法
が
明
確
化
し
た

あ
と
の
王
璽
は
、
命
令
文
書
の
よ
う
な
特
定
的
宛
先
を
持
つ
文
書

へ
使
わ
れ
る
こ
と
が
ふ
さ
わ
し
い
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
っ
た
。

次
に
、
王
璽
の
使
用
が
適
切
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
役
割
で
あ
る
、
王
の
役
人
に
対
す
る
命
令
に
つ
い
て
見
て
い

き
た
い
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
制
上
「
令
状brieve

」
と
呼
ば
れ

る
そ
の
よ
う
な
命
令
文
書
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
行
政
や
司
法
に

［表７］ 王璽文書の宛先

全般的宛先／特定的宛先

全般的宛先
全般的宛先
特定的宛先
全般的宛先
全般的宛先
特定的宛先
特定的宛先
特定的宛先
全般的宛先
全般的宛先
全般的宛先
特定的宛先
特定的宛先
全般的宛先
特定的宛先
特定的宛先
全般的宛先
全般的宛先
特定的宛先
全般的宛先
全般的宛先
全般的宛先
特定的宛先
特定的宛先
特定的宛先
特定的宛先
特定的宛先
特定的宛先
特定的宛先
全般的宛先
特定的宛先
特定的宛先
特定的宛先
特定的宛先
全般的宛先
特定的宛先
特定的宛先
特定的宛先
特定的宛先
特定的宛先
特定的宛先
特定的宛先
特定的宛先

＊五通（No. 21、No. 322、No. 326、No. 376、No. 377）は宛先を持たない。

発給年月日

１３０９年３月１６日
１３１０年４月１５日
１３１０年１２月３日
１３１２年３月１２日
１３１３年１２月１８日
１３１４年９月５日
１３１４年１１月１６日
１３１５年２月２５日
１３１５年３月１８日
１３１６年３月２２日
１３１６年５月２８日
１３１６年１１月２１日
１３１６年１２月１７日
１３１７年６月３日
１３１７年６月１９日
１３１７年９月１６日
１３１７年９月１７日
１３１８年２月２６日
１３１８年７月２７日
１３１９年１月２９日
１３１９年３月２６日
１３２１年２月２日
１３２１年４月１２日
１３２１年８月４日
１３２３年３月２１日
１３２３年８月２日
１３２３年８月３日
１３２４年１１月８日
１３２４年１２月２０日
１３２５年２月１４日
１３２５年４月１日
１３２５年１１月１日
１３２５年１２月１４日
１３２６年３月５日
１３２６年３月５日
１３２６年３月２６日
１３２６年８月４日
１３２６年８月５日
１３２６年８月６日
１３２６年８月６日
１３２６年１１月２９日
１３２７年８月１４日
１３２８年８月１３日

No

３８５
１３
１４
１６
３８
４０
４４
５０
５５
８９
９３
１０８
１０９
１１４
１１７
１２２
１２５
１３４
１３８
１４４
１４８
１７３
１８１
１９５
２２２
２４１
２４２
Ra３８
Ra３１
２６６
２７１
２８３
２８４
２９２
２９３
２９７
３０４
３０５
３０６
３０７
３１１
３２３
３５５

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
王
ロ
バ
ー
ト
一
世
の
王
権
と
印
璽
（
下
）

一
五
三
（
一
五
三
）



お
け
る
「
令
状w

rit

」
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
（
44
）
。
そ
の
よ
う
な

令
状
を
発
給
す
る
た
め
に
、
ロ
バ
ー
ト
一
世
は
王
璽
を
用
い
た
。

令
状
は
多
様
な
王
の
役
人
に
宛
て
ら
れ
た
（
表
８
参
照
）。
尚
書

部
長
官
や
（
45
）
、
侍
従
長cham

berlain

、
州
長
官sheriff

、
森
林
係

forester

、
様
々
な
役
人
の
集
団
に
な
ど
に
宛
て
ら
れ
た
。

﹇
侍
従
長
に
対
す
る
令
状
の
例
�N

o.283

﹈
神
の
恩
寵
に
よ

り
ス
コ
ッ
ト
人
の
王
ロ
バ
ー
ト
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
彼

の
侍
従
長
に
挨
拶
す
る
。
敬
虔
な
人
々
ド
ラ
イ
バ
ラD

ry-

burgh

の
大
修
道
院
長
と
参
事
会
員
た
ち
が
、
二
〇
ス
タ
ー

リ
ン
グ
の
シ
リ
ン
グ
を
、
彼
ら
の
教
会
の
明
か
り
の
た
め
に
、

ロ
ク
ス
バ
ラ
の
余
の
町
の
地
代
か
ら
年
金
を
受
け
取
る
こ
と

を
常
と
し
て
お
り
、
そ
れ
は
、
誉
れ
高
き
余
の
先
任
の
国
王

陛
下
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
証
書
に
よ
っ
て
、
前
述
の
敬
虔
な
も
の

た
ち
が
余
に
十
分
に
示
し
た
よ
う
に
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と

を
余
は
理
解
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
余
は
汝
ら
に
命
令
す
る
。

す
な
わ
ち
、
前
述
の
二
〇
シ
リ
ン
グ
を
毎
年
ロ
ク
ス
バ
ラ
の

前
述
の
地
代
か
ら
、
つ
ま
り
、
冬
の
聖
マ
ル
テ
ィ
ヌ
ス
の
祝

日
に
、
そ
し
て
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
の
祝
日
に
、
前
述
の
敬
虔
な

人
た
ち
に
届
け
さ
せ
よ
。
前
述
の
地
代
が
誰
の
手
に
も
た
ら

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
し
て
も
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
汝
ら

の
会
計
報
告
に
お
い
て
割
り
当
て
よ
。
余
の
治
世
二
〇
年
一

一
月
一
日
、
メ
ル
ロ
ー
ズ
に
お
い
て
与
え
ら
れ
る
（
46
）
。

﹇
州
長
官
に
対
す
る
令
状
の
例
�N

o.297

﹈
神
の
恩
寵
に
よ

り
ス
コ
ッ
ト
人
の
王
ロ
バ
ー
ト
が
、
パ
ー
ス
の
彼
の
州
長
官

と
代
官bailiff

た
ち
に
挨
拶
を
す
る
。
汝
ら
の
代
官
の
管
区

内
に
あ
る
ブ
レ
アB

lair

の
湖
が
、
余
の
ス
ク
ー
ン
へ
の
訪

問
の
際
の
余
自
身
の
必
要
の
た
め
に
保
護
さ
れ
る
こ
と
を
余

は
欲
す
る
の
で
、
余
は
命
令
す
る
。
す
な
わ
ち
、
前
述
の
湖

を
汝
ら
が
保
護
さ
せ
、
誰
も
そ
の
中
で
あ
え
て
魚
釣
り
を
し

な
い
よ
う
に
。
た
だ
し
、
敬
虔
な
人
々
で
あ
る
ス
ク
ー
ン
の

大
修
道
院
長
と
修
道
会
の
特
別
の
利
用
の
た
め
な
ら
、
こ
の

限
り
で
は
な
い
。
余
の
治
世
二
一
年
三
月
二
六
日
、
ク
ラ
ッ

ク
マ
ナ
ン
に
お
い
て
与
え
ら
れ
る
（
47
）
。

﹇
森
林
係
に
対
す
る
令
状
の
例
�N

o.306

﹈
神
の
恩
寵
に
よ

り
ス
コ
ッ
ト
人
の
王
ロ
バ
ー
ト
が
、
騎
士
ヒ
ュ
ー
・
ド
ゥ
・

ア
ー
スH

ugh
de

E
rth

、
そ
し
て
時
宜
に
お
い
て
ク
ル
ニ

ーC
lunie

の
別
の
彼
の
森
林
係
で
あ
る
も
の
た
ち
に
挨
拶

す
る
。
敬
虔
な
人
々
ク
ー
パ
ー
の
大
修
道
院
長
と
修
道
会
に

余
は
慈
悲
深
く
次
の
こ
と
を
許
可
し
た
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら

が
、
ア
ー
ド
ゥ
ルA

rdle

川
を
越
え
た
と
こ
ろ
に
あ
る
キ
ァ

リ
ーC

ally

の
彼
ら
の
水
車
の
た
め
の
一
つ
の
池
と
水
路
を
、

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
ご
と
に
自
由
に
建
て
維
持
し
、
そ
し
て
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平
穏
に
所
有
す
る
権
利
を
。
そ
れ
ゆ
え
、
余
は
汝
ら
に
命
ず

る
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら
敬
虔
な
も
の
た
ち
を
、
あ
る
い
は
、

彼
ら
の
人
々
か
ら
保
有
さ
れ
る
も
の
を
、
こ
の
余
の
承
認
に

逆
ら
っ
て
、
乱
し
た
り
、
妨
害
し
た
り
、
困
ら
せ
た
り
す
る

こ
と
を
汝
ら
が
決
し
て
し
な
い
よ
う
に
。
余
の
治
世
二
一
年

八
月
六
日
、
ス
ト
ラ
サ
ー
ド
ゥ
ルStrathardle

の
ダ
ル
リ

ダ
ルD

alredal
に
お
い
て
与
え
ら
れ
る
（
48
）
。

﹇
様
々
な
王
の
役
人
に
対
す
る
命
令
�N

o.305

﹈
神
の
恩
寵

に
よ
り
ス
コ
ッ
ト
人
の
王
ロ
バ
ー
ト
が
、
こ
の
書
状
を
受
け

取
る
こ
と
に
な
る
司
法
長
官
た
ち
、
州
長
官
た
ち
、
市
長
た

ち
、
そ
し
て
彼
ら
の
代
官
た
ち
に
挨
拶
す
る
。
余
は
汝
ら
に

命
ず
る
。
す
な
わ
ち
、
敬
虔
な
人
々
ス
ク
ー
ン
の
大
修
道
院

長
と
修
道
会
が
、
余
が
彼
ら
に
認
め
た
諸
特
権
を
享
受
す
る

こ
と
を
、
余
の
国
璽
の
も
と
で
発
給
さ
れ
彼
ら
が
所
有
し
て

い
る
書
状
に
従
っ
て
汝
ら
が
許

可
す
る
よ
う
に
。
ま
さ
に
ア
ー

ブ
ロ
ウ
ス
と
ダ
ン
フ
ァ
ー
ム
リ

ン
の
敬
虔
な
る
人
々
で
あ
る
修

道
院
長
と
修
道
会
が
彼
ら
の
諸

特
権
に
つ
い
て
享
受
し
て
い
る

よ
う
に
、
自
由
に
、
そ
し
て
平

穏
に
。
そ
の
結
果
、
汝
ら
の
不

履
行
ゆ
え
に
、
そ
れ
に
つ
い
て

の
さ
ら
な
る
正
当
な
不
平
を
余

が
聞
く
こ
と
の
な
い
よ
う
に
せ

よ
。
余
の
治
世
二
一
年
八
月
五

日
、
エ
イ
リ
スA

lyth

に
お
い

て
与
え
ら
れ
る
（
49
）
。

［表８］ 王璽による令状

宛先

アーブロウス大修道院
セント・アンドルーズ司教
侍従長
ジェッドバラ Jedburghの
城守 constable
尚書部長官
侍従長
尚書部長官
王の諸役人
侍従長
グラスゴウの教会
尚書部長官
尚書部長官
尚書部長官
尚書部長官
侍従長とキンロス
Kinrossの州長官
侍従長
フォーファーの州長官
尚書部長官
パースの州長官
侍従長
王の諸役人
クルニーの森林係
王の諸役人
パースの州長官
侍従長
侍従長

発給年月日

１３１０年１２月３日
１３１４年１１年１６日
１３１５年２月２５日
１３１６年１１月２１日

１３１６年１２月１７日
１３１７年６月１９日
１３１７年９月１６日
１３１７年９月１７日
１３１８年７月２７日
１３２１年４月１２日
１３２３年８月２日
１３２３年８月３日
１３２４年１１月８日
１３２４年１２月２０日
１３２５年４月１日

１３２５年１１月１日
１３２５年１２月１４日
１３２６年３月５日
１３２６年３月２６日
１３２６年８月４日
１３２６年８月５日
１３２６年８月６日
１３２６年８月６日
１３２６年１１月２９日
１３２７年８月１４日
１３２８年８月１３日

No

１４
４４
５０
１０８

１０９
１１７
１２２
１２５
１３８
１８１
２４１
２４２
Ra３８
Ra３１
２７１

２８３
２８４
２９２
２９７
３０４
３０５
３０６
３０７
３１１
３２３
３５５

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
王
ロ
バ
ー
ト
一
世
の
王
権
と
印
璽
（
下
）

一
五
五
（
一
五
五
）



こ
の
よ
う
な
令
状
が
王
璽
に
よ
っ
て
発
給
さ
れ
た
。
こ
こ
で
特

に
司
法
の
た
め
に
発
給
さ
れ
た
令
状
に
注
目
す
る
と
、
興
味
深
い

傾
向
が
見
え
て
く
る
。
た
だ
し
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
、
令
状
と
狭
義
の
証
書
と
を
厳
密
に
区
別
す
る
こ
と
は
難

し
い
作
業
で
あ
る
が
（
50
）
、
行
政
目
的
の
令
状
か
ら
司
法
目
的
の
令
状

を
区
別
す
る
こ
と
は
そ
れ
に
劣
ら
ず
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
51
）
。

Ｇ
・
バ
ロ
ウ
は
、
行
政
的
令
状
と
司
法
的
令
状
を
区
別
す
る
こ
と

は
「
少
な
く
と
も
作
為
的
に
な
ら
ざ
る
を
な
い
」
と
指
摘
し
て
い

る
（
52
）。
同
様
に
ク
ー
パ
ー
�Lord

C
ooper

of
C

ulross

は
、
一
三

世
紀
後
半
に
作
成
さ
れ
た
式
文
集
の
雑
多
な
構
成
は
「
そ
の
時
に

は
政
府
の
行
政
的
機
能
と
司
法
的
機
能
の
境
界
が
あ
い
ま
い
だ
っ

た
こ
と
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
53
）
。
そ
れ
に
対
し
て
、

王
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
三
世
の
文
書
集
の
編
集
者
は
、
定
型
文
言
集

を
編
纂
し
た
も
の
は
令
状
を
分
類
す
る
意
図
を
持
っ
て
い
た
、
と

述
べ
て
い
る
（
54
）
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
司
法
令
状

は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
令
状
を
追
う
よ
う
に
し
て
発
展
し
た
。
令
状

に
も
と
づ
い
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
司
法
制
度
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
と
の
戦
争
に
妨
げ
ら
れ
た
と
従
来
は
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
近

年
は
一
四
・
一
五
世
紀
に
絶
頂
期
を
迎
え
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

令
状
制
度
の
基
盤
を
成
し
た
令
状
の
登
録
簿
は
、
一
三
世
紀
後
半

か
ら
徐
々
に
成
長
し
た
（
55
）
。
そ
の
よ
う
な
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
い

て
司
法
手
続
き
を
始
め
る
た
め
に
、
原
告
は
権
利
令
状brieve

of

right

や
相
続
不
動
産
専
有
回
復
令
状brieve

of
m

ortancester

の
よ
う
な
訴
訟
開
始
令
状pleadable

brieve

を
手
に
入
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
（
56
）
。
ダ
ン
カ
ン
は
、
ロ
バ
ー
ト
一
世
の
発
給
文

書
の
う
ち
一
七
通
を
「
司
法
令
状
」
と
し
て
分
類
し
て
い
る
（
57
）
。
表

９
は
、
そ
の
一
七
通
の
「
司
法
令
状
」
が
ど
の
印
璽
に
よ
っ
て
発

給
さ
れ
た
か
を
示
し
て
お
り
、
明
ら
か
な
傾
向
を
見
せ
て
い
る
。

司
法
令
状
は
、
次
第
に
国
璽
に
よ
っ
て
発
給
さ
れ
な
く
な
り
、
代

わ
り
に
王
璽
に
よ
っ
て
発
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
印

璽
の
使
用
法
が
明
確
に
な
る
に
し
た
が
っ
て
、
司
法
令
状
は
尚
書

部
か
ら
で
は
な
く
、
王
の
意
思
を
よ
り
反
映
し
た
王
璽
に
よ
っ
て
、

［表９］「司法令状」と分類される文書

印璽

国璽
国璽
国璽
国璽
王璽
王璽
国璽
国璽
王璽
王璽
王璽
国璽
王璽
王璽
王璽
王璽
王璽

発給年月日

１３０９年３月５日
１３１１年６月１９日
１３１５年８月１９日
１３１５年９月２０日
１３１６年３月２２日
１３１６年１１月２１日
１３１７年７月２８日
１３２３年１月１４日
１３２３年８月２日
１３２３年８月３日
１３２５年４月１日
１３２５年８月３日
１３２５年１１月１日
１３２６年３月２６日
１３２６年８月４日
１３２６年８月６日
１３２８年８月１３日

No

１２
１５
７１
７３
８９
１０８
１２１
２１９
２４１
２４２
２７１
２８０
２８３
２９７
３０４
３０６
３５５
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す
な
わ
ち
「
王
か
ら
」
発
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

王
権
と
印
璽

本
研
究
で
こ
こ
ま
で
示
し
て
き
た
結
果
は
、
既
存
の
研
究
に
よ

っ
て
考
慮
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
治
世
の
間
で
の
印
璽
の
実
践
の
変

化
を
明
ら
か
に
し
た
。
ロ
バ
ー
ト
一
世
の
印
璽
の
使
用
は
、
以
下

の
三
点
に
大
き
く
ま
と
め
ら
れ
る
。
第
一
に
、
印
璽
の
使
用
法
が

変
化
し
、
特
に
王
璽
の
機
能
が
よ
り
明
確
に
な
っ
て
い
っ
た
。
第

二
に
、
王
璽
は
財
産
や
権
利
の
授
与
に
は
使
わ
れ
な
い
よ
う
に
な

り
、
令
状
、
特
に
司
法
目
的
の
令
状
を
発
給
す
る
た
め
に
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
第
三
に
、
こ
の
よ
う
な
変
化
は
漸
進
的
だ
っ

た
。
印
璽
を
区
別
し
て
使
お
う
と
す
る
ア
イ
デ
ィ
ア
は
一
三
一
〇

年
に
初
め
て
認
め
ら
れ
る
が
、
一
三
一
六
年
に
そ
れ
が
実
践
さ
れ

た
こ
と
が
確
認
で
き
、
さ
ら
に
、
一
三
二
一
年
以
降
に
明
確
に
確

立
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
印
璽
間
の
目
的
が
明
確
化
し
た
以
降
は
、

授
与
は
国
璽
に
よ
っ
て
発
給
さ
れ
、
司
法
令
状
は
王
璽
に
よ
っ
て

発
給
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
使
用
法
は
、
上
で
見
た
よ
う
に
、
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
の
そ
れ
と
非
常
に
よ
く
似
た
も
の
で
あ
る
（
58
）
。

こ
の
結
果
か
ら
、
直
ち
に
疑
問
が
浮
か
ん
で
く
る
。
こ
の
よ
う

な
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
王
の
印
璽
の
使
用
の
変
化
を
誰
が
何
の
た
め

に
も
た
ら
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
の
重
要
性
は
、
前
述
し

た
よ
う
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
歴
史
が
既
に
示
し
て
い
る
。
も
し
も

有
力
者
が
主
導
し
た
の
な
ら
ば
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
よ
う
に
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
で
も
王
と
有
力
者
と
の
あ
い
だ
の
対
立
が
あ
っ
た
こ

と
を
印
璽
が
示
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
も

し
王
が
自
発
的
に
そ
の
変
化
を
主
導
し
た
の
な
ら
ば
、
王
に
は
そ

の
よ
う
に
す
る
何
ら
か
の
理
由
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

前
者
の
可
能
性
、
す
な
わ
ち
王
と
有
力
者
と
の
対
立
の
可
能
性

が
、
前
稿
で
言
及
し
た
論
考
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
王
の
家
政
」
の

中
で
ほ
の
め
か
さ
れ
て
い
る
。
尚
書
部
長
官
に
つ
い
て
の
項
は
、

王
璽
に
つ
い
て
「
国
璽
の
た
め
の
鍵
で
あ
り
安
全
弁
で
あ
り
、
王

と
バ
ロ
ン
と
の
あ
い
だ
に
宮
廷
で
起
こ
り
う
る
す
べ
て
の
誤
り
を

抑
止
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
59
）
。
さ
ら
に
、
こ
の
論
考

は
以
下
の
よ
う
に
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。

ど
の
よ
う
な
条
件
で
あ
れ
、
宮
廷
の
居
住
者
だ
ろ
う
が
外
の

も
の
で
あ
ろ
う
が
、
王
か
ら
世
襲
の
職
を
保
有
し
て
い
る
と

主
張
す
る
す
べ
て
の
も
の
た
ち
は
、
そ
し
て
、
王
の
宮
廷
に

お
い
て
王
の
代
償
に
よ
っ
て
あ
る
報
酬
や
生
計
を
得
て
い
る

と
主
張
す
る
す
べ
て
の
も
の
た
ち
は
、
そ
の
権
利
を
、
も
し

何
ら
か
の
も
の
を
持
っ
て
い
る
な
ら
ば
権
利
証
書
に
よ
っ
て
、

あ
る
い
は
、
彼
ら
の
同
輩
の
良
き
裁
き
に
よ
っ
て
、
そ
し
て

物
事
を
最
も
よ
く
知
っ
て
い
る
良
き
人
々
に
よ
っ
て
、
審
理

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
王
ロ
バ
ー
ト
一
世
の
王
権
と
印
璽
（
下
）

一
五
七
（
一
五
七
）



さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
結
果
、
一
方
で
は
、
王
が

だ
ま
さ
れ
た
り
過
度
に
支
払
っ
た
り
す
る
こ
と
が
な
く
な
り
、

他
方
で
は
、
彼
ら
が
相
続
権
を
奪
わ
れ
る
こ
と
も
な
く
な
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
は
、
劣
っ
た
評
議
会
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、

完
全
な
る
パ
ー
ラ
メ
ン
ト
に
お
い
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
（
60
）
。

こ
れ
ら
の
文
言
は
、
印
璽
の
濫
用
が
王
と
バ
ロ
ン
と
の
あ
い
だ
の

対
立
に
発
展
し
え
た
こ
と
、
そ
し
て
ま
た
、
印
璽
の
使
用
が
重
大

な
政
治
的
関
心
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

重
要
な
争
点
は
パ
ー
ラ
メ
ン
ト
で
議
論
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
も
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
論
考
は
、
作
成
さ
れ
て
か
ら
一

世
代
ほ
ど
の
ち
の
ロ
バ
ー
ト
一
世
の
時
に
も
、
王
と
有
力
者
と
の

あ
い
だ
の
誤
り
を
防
ぐ
た
め
に
彼
ら
が
王
の
印
璽
の
使
用
を
何
ら

か
の
形
で
抑
止
し
よ
う
と
し
た
と
想
定
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
て

く
れ
る
。

し
か
し
、
本
研
究
の
結
果
は
王
と
有
力
者
の
間
で
の
印
璽
の
使

用
を
め
ぐ
る
対
立
が
あ
っ
た
こ
と
は
示
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、

王
自
身
が
自
ら
の
利
益
の
た
め
に
王
璽
の
使
用
法
を
変
え
て
い
っ

た
と
い
う
こ
と
の
ほ
う
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
理
由
を
い
く

つ
か
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
の
理
由
は
、
王
璽
の
使
用
に

関
す
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
あ
い
だ
で
の
相
違

に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
王
璽
の
使
用
が
変
化
し
た
あ
と
も
、
ロ
バ

ー
ト
一
世
は
そ
の
印
璽
の
も
と
で
司
法
的
令
状
を
発
給
し
続
け
た

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
、
行
政
全
般
に
介
入
す
る
の
と
同
様

に
、
王
は
司
法
に
お
い
て
も
多
か
れ
少
な
か
れ
排
他
的
な
支
配
権

を
行
使
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
（
61
）
。
王
璽
を
付
し
て
発
給
さ
れ

た
令
状
は
、
尚
書
部
で
は
な
く
王
の
評
議
会
で
協
議
が
な
さ
れ
て

い
た
こ
と
、
法
に
よ
り
救
済
を
求
め
る
も
の
は
尚
書
部
で
は
な
く

王
を
頼
っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
（
62
）
。
こ
の
よ
う
な
王
中
心

の
司
法
の
あ
り
方
は
、
同
時
代
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
は
対
照
的
で

あ
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
は
、
王
璽
令
状
に
よ
っ
て
王
が
コ
モ
ン

ロ
ー
手
続
き
に
介
入
す
る
こ
と
を
専
制
の
象
徴
と
み
な
し
た
。
例

え
ば
、
一
四
世
紀
初
頭
の
バ
ロ
ン
の
反
乱
は
、
こ
の
点
を
主
な
問

題
点
と
し
て
い
た
（
63
）
。
ロ
バ
ー
ト
一
世
の
王
璽
の
使
い
方
は
、
バ
ロ

ン
に
よ
っ
て
制
限
が
か
か
る
前
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
専
制
的
な
使

い
方
と
よ
く
似
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
の
行
政
の
規

模
の
違
い
が
、
単
純
な
比
較
を
許
さ
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

点
に
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
行

政
制
度
は
小
規
模
で
未
発
達
で
あ
り
、
役
割
が
「
部
門
化
」
さ
れ

て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
、
す
べ
て
の
役
職
の
仕
事
が
も
っ
ぱ
ら
王

を
出
発
点
と
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
王
璽
が
専
制
的
に
使
わ
れ

史
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て
い
た
よ
う
に
見
え
た
、
と
い
う
可
能
性
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。
す
で
に
見
た
よ
う
な
、
王
璽
文
書
が
国
璽
の

登
録
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
（
64
）
、
国
璽
の
文
書
と
王
璽
の

文
書
の
両
方
を
清
書
す
る
書
記
が
存
在
し
た
点
、
尚
書
部
が
交
代

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
尚
書
部
の
独
立
性
が
疑
わ
し
く
な
っ
た
点
（
65
）
、

こ
れ
ら
す
べ
て
が
ロ
バ
ー
ト
一
世
の
時
の
行
政
の
未
発
達
な
状
況

を
示
し
て
い
る
。

と
は
い
え
、
そ
の
よ
う
な
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
あ
っ
て
も
、
ロ

バ
ー
ト
一
世
が
王
璽
を
司
法
手
続
き
で
頻
繁
に
使
う
こ
と
は
「
過

度
に
強
力
な
王
」
と
い
う
考
え
を
人
々
に
抱
か
せ
る
こ
と
が
あ
り

え
た
と
考
え
ら
れ
る
余
地
は
残
さ
れ
て
い
る
。
ロ
バ
ー
ト
の
次
の

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
二
世
の
時
の
証
拠
で
は
あ
る
が
、
王
個
人
の
印
璽

の
過
度
の
使
用
が
尚
書
部
の
仕
事
に
「
侵
入
し
て
い
る
」
と
主
張

さ
れ
た
証
拠
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
（
66
）
。
同
じ
こ
と
が
ロ
バ
ー
ト
に
当

て
は
ま
る
可
能
性
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
司
法
令
状
が
ロ
バ
ー
ト

一
世
か
ら
発
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
当
時
の
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
行
政
が
稚
拙
だ
っ
た
か
ら
と
い
う
よ
り
も
、
彼

が
意
識
的
に
そ
う
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
だ

と
す
れ
ば
、
印
璽
の
使
用
が
確
立
し
た
あ
と
に
王
璽
が
司
法
令
状

を
発
給
す
る
た
め
に
使
わ
れ
た
こ
と
は
、
ロ
バ
ー
ト
一
世
が
自
発

的
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
「
専
制
的
な
」
王
を
模
倣
し
て
い
た
こ
と

を
示
唆
し
て
い
る
。

王
ロ
バ
ー
ト
が
自
分
の
利
益
の
た
め
に
印
璽
の
使
用
法
を
変
化

さ
せ
た
こ
と
を
支
持
す
る
第
二
の
理
由
は
、
正
統
で
完
璧
な
王
権

を
得
る
た
め
に
、
そ
し
て
得
た
こ
と
を
主
張
す
る
た
め
に
彼
が
繰

り
返
し
た
努
力
に
あ
る
。
例
え
ば
彼
は
、
王
と
し
て
の
正
当
な
地

位
を
「
創
り
だ
す
」
た
め
に
、
い
く
つ
か
の
宣
言
を
利
用
し
た
。

そ
の
最
た
る
例
が
ア
ー
ブ
ロ
ウ
ス
宣
言
で
あ
る
（
67
）
。
ま
た
彼
は
、
彼

の
王
と
し
て
の
地
位
を
認
め
な
い
も
の
を
拒
絶
し
、
ロ
バ
ー
ト
に

宛
て
ら
れ
て
は
い
る
が
王rex

の
肩
書
が
な
い
書
状
を
持
つ
教
皇

特
使
で
さ
え
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
地
に
入
る
こ
と
を
許
さ
な
か
っ

た
（
68
）。
さ
ら
に
ロ
バ
ー
ト
は
、
彼
の
代
理
人
を
教
皇
庁
に
派
遣
し
、

王
権
を
完
全
な
も
の
に
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
戴
冠
と
塗
油
の

権
利
を
確
保
す
る
た
め
に
盛
ん
に
働
き
か
け
た
（
69
）
。
こ
の
よ
う
な
ロ

バ
ー
ト
の
な
し
て
き
た
努
力
は
、
次
に
示
す
よ
う
な
実
践
上
の
変

化
を
引
き
起
こ
し
た
に
違
い
な
か
っ
た
。

第
三
の
理
由
に
、
本
研
究
が
示
し
て
き
た
よ
う
な
実
践
上
の
変

化
の
前
例
が
多
く
あ
る
点
で
あ
る
。
一
二
・
一
三
世
紀
の
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
の
王
は
、
自
ら
の
王
と
し
て
の
地
位
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

の
王
よ
り
も
下
位
に
置
く
つ
も
り
は
な
く
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
の

差
異
を
な
く
す
た
め
に
行
政
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
点
で
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
の
実
践
を
模
倣
し
て
き
た
。
例
え
ば
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
や

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
王
ロ
バ
ー
ト
一
世
の
王
権
と
印
璽
（
下
）
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ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
に
起
源
を
持
つ
人
材
を
招
き
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
の
「
封
建
化
」
を
推
し
進
め
た
（
70
）
。
彼
ら
は
同
時
に
、
貨
幣
制
度

や
言
語
の
慣
用
法
も
直
接
的
に
も
た
ら
し
た
。
さ
ら
に
、
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
王
の
尚
書
部
は
、
同
等
の
王
と
し
て
の
地
位
を
示
す
た

め
に
王
文
書
の
用
語
法
を
慎
重
に
選
び
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
追
従
し

た
（
71
）。
こ
の
よ
う
な
模
倣
は
法
の
分
野
に
ま
で
及
び
、
彼
ら
は
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
の
土
地
法
を
導
入
し
、「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
一
つ
の

く
に
で
あ
る
」
と
い
う
意
識
を
高
め
よ
う
と
し
た
（
72
）
。
こ
の
よ
う
な

努
力
の
結
果
、
一
三
世
紀
の
後
半
に
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
王

と
側
近
た
ち
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
君
主
制
や
「
国
家
」
と
同
様

な
考
え
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
73
）
。

第
四
の
、
そ
し
て
最
後
の
理
由
は
、
ロ
バ
ー
ト
一
世
の
治
世
は

「
王
国
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
法
や
組
織
の
も
と
で
統
治
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
考
え
の
発
展
に
お
い
て
決
定
的
な
時
で
あ

っ
た
点
で
あ
る
。
一
三
一
八
年
に
、
訴
訟
開
始
令
状
な
し
で
は
、

封
と
し
て
授
け
ら
れ
た
と
主
張
す
る
人
々
は
何
人
た
り
と
も
自
由

保
有
地
か
ら
立
ち
退
か
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
、
と
宣
言
す
る
法
が

制
定
さ
れ
た
。
こ
の
法
は
、
法
治
主
義
の
原
則
と
し
て
、
そ
の
後

の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
法
制
度
の
発
展
の
重
要
な
出
発
点
と
な
っ

た
（
74
）。
ほ
ぼ
同
じ
時
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
法
の
論
考
で
あ
る

「
レ
ギ
ア
ム
・
マ
エ
ス
タ
ー
テ
ム
」
が
編
纂
さ
れ
、
そ
の
後
の
数

世
紀
に
わ
た
っ
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
法
の
原
則
と
し
て
何
度
も

言
及
さ
れ
写
し
が
作
成
さ
れ
た
。
確
か
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は

「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
コ
モ
ン
ロ
ー
」
に
従
っ
て
統
治
さ
れ
る
べ

き
だ
と
い
う
意
識
は
、
ロ
バ
ー
ト
一
世
の
時
に
初
め
て
出
現
し
た

わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
法
に
関
す
る
ロ
バ
ー
ト
の
治
世
の
こ
れ

ら
の
成
果
は
、
危
機
に
直
面
し
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
独
立
や
主

権
の
存
続
の
主
張
と
密
接
に
つ
な
が
っ
て
い
た
（
75
）
。

こ
れ
ら
の
理
由
に
よ
り
、
王
ロ
バ
ー
ト
と
彼
の
助
言
者
が
印
璽

の
使
用
の
変
化
を
主
導
し
た
と
結
論
づ
け
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
自
身
の
地
位
と
統
治
に
つ
い
て
安
泰
で
あ
る
と
は
感
じ
て
お

ら
ず
、
バ
ノ
ッ
ク
バ
ー
ン
の
あ
と
で
さ
え
も
彼
の
王
権
を
認
め
よ

う
と
し
な
い
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
と
教
皇
の
態
度
に
憤
っ
て
い
た
ロ

バ
ー
ト
の
戦
略
の
一
部
で
あ
っ
た
。
一
三
世
紀
末
以
来
、
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
に
対
す
る
不
平
、
そ
し
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
か
ら
自
立
し
た

い
希
望
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
あ
っ
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
の

相
違
が
劣
位
を
意
味
し
て
き
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
に
と
っ
て
は
、

そ
の
よ
う
な
思
い
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
も
の
ご
と
の
模
倣
へ
と
つ

な
が
る
の
は
自
然
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
ロ
バ
ー
ト
一
世
の
時
に
そ

の
よ
う
な
欲
求
か
ら
生
じ
た
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
倣
っ
た
行
政
実

践
の
変
化
の
一
部
が
、
印
璽
の
使
用
の
変
化
で
あ
っ
た
（
76
）
。
こ
の
よ

う
な
変
化
は
、
自
然
と
沸
き
起
こ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
イ
ン
グ

史

学

第
八
六
巻

第
一
・
二
号

一
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〇
（
一
六
〇
）



ラ
ン
ド
や
内
部
の
脅
威
に
対
抗
す
る
た
め
に
パ
ー
ラ
メ
ン
ト
や
宣

言
文
を
巧
み
に
利
用
し
た
王
ロ
バ
ー
ト
こ
そ
が
、
そ
の
よ
う
な
変

化
を
主
導
し
た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
王
位
を
掴
ん
だ
あ
と
、
ロ
バ

ー
ト
は
自
ら
の
地
位
を
確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
に
王
の
先
任
者

か
ら
の
連
続
性
を
強
調
す
る
努
力
を
し
た
（
77
）
。
し
か
し
、
彼
は
た
ん

に
過
去
と
の
つ
な
が
り
を
強
調
し
た
だ
け
で
な
く
、
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
王
の
印
璽
の
実
践
を
模
倣
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
彼
ら
と
同
等
の

地
位
に
あ
ろ
う
と
試
み
た
。
ロ
バ
ー
ト
の
印
璽
の
使
用
の
変
化
は
、

他
者
と
区
別
す
る
た
め
に
彼
ら
を
模
倣
す
る
と
い
う
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
王
の
実
践
の
一
例
で
あ
っ
た
。
そ
の
点
で
、
印
璽
の
使
用
は

彼
が
多
用
し
た
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
一
つ
で
あ
り
、
ロ
バ
ー
ト
の

「
王
権
の
ア
ー
ト
」
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
78
）
。

結本
研
究
は
、
ロ
バ
ー
ト
一
世
の
印
璽
の
使
用
の
観
点
か
ら
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
の
王
権
や
王
国
形
成
を
扱
っ
て
き
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
や
大
陸
で
の
「
記
録
へ
の
信
頼
」
の
高
ま
り
と
同
時
に
、
あ
る

い
は
少
し
遅
れ
て
、
一
二
・
一
三
世
紀
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
も

印
章
の
使
用
が
進
展
し
た
。
ロ
バ
ー
ト
の
治
世
が
始
ま
る
ま
で
に

は
、
印
章
は
重
要
な
文
書
を
認
証
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
装
置
と

な
っ
て
お
り
、
す
べ
て
の
有
力
者
が
自
身
の
印
章
を
所
有
し
て
い

た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
王
の
印
璽
の
使
用
の
模
範
は
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
の
そ
れ
で
あ
り
、
王
ロ
バ
ー
ト
の
印
璽
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
実

践
と
比
較
す
る
と
興
味
深
い
傾
向
を
示
し
た
。
国
璽
と
王
璽
の
二

つ
の
印
璽
は
、
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
役
割
の
た
め
に
使
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
っ
た
。
王
璽
が
授
与
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
な
く
な
り
、

そ
の
た
め
に
国
璽
が
使
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
王
璽

は
令
状
を
、
特
に
司
法
目
的
の
令
状
を
発
給
す
る
目
的
と
、
外
交

に
お
け
る
私
信
を
発
給
す
る
目
的
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

王
ロ
バ
ー
ト
の
王
権
の
主
張
に
よ
っ
て
、
文
書
作
成
に
携
わ
る

人
々
が
印
璽
の
使
用
に
つ
い
て
自
覚
し
て
い
き
、
新
し
い
実
践
を

導
入
し
て
い
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
王
の
印
璽
の
使
用
の
変
化
は
、

タ
ウ
ト
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
説
明
す
る
よ
う
な
憲
政
史
的

な
進
展
に
よ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
王
の
印
璽
が
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
歴
史
を
描
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
む

し
ろ
、
ロ
バ
ー
ト
一
世
の
印
璽
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
の
関
係
に

お
け
る
彼
の
治
世
と
い
う
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
固
有
な
歴
史
の

叙
述
を
可
能
に
す
る
こ
と
を
本
稿
は
示
し
て
き
た
。
確
か
に
、
印

璽
が
複
数
に
な
り
、
王
璽
を
日
々
用
い
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
同
様
に
行
政
規
模
の
拡
大
や
、
戦
争
に
よ
り
文

書
作
成
部
が
常
に
王
に
付
い
て
回
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
と

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
王
ロ
バ
ー
ト
一
世
の
王
権
と
印
璽
（
下
）

一
六
一
（
一
六
一
）



い
う
実
際
的
な
理
由
に
よ
る
。
し
か
し
、
印
璽
の
使
用
の
変
化
は

よ
り
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
実
践
に
お
け
る
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
と
の
相
違
を
埋
め
よ
う
と
す
る
そ
の
変
化
は
、
独
立
し
た
国
家

を
手
に
入
れ
た
い
と
い
う
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
王
の
望
み
と
努
力
と

に
関
係
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
点
に
お
い
て
、
ロ
バ
ー
ト
の
印
璽
の
事
例
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
「
周
縁
」
に
位
置
す
る
諸
侯
の
振
る
舞
い
と
一
致
す
る
。

Ｒ
・
バ
ー
ト
レ
ッ
ト
の
主
張
に
よ
る
と
、
中
世
盛
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
同
化
と
結
合
は
、
概
し
て
二
つ
の
仕
方
で
進
ん
だ
。
一
方
で
、

あ
る
周
縁
諸
侯
は
「
中
心
」
諸
侯
に
よ
っ
て
征
服
さ
れ
、
他
方
で
、

別
の
周
縁
諸
侯
は
地
位
を
高
め
る
た
め
に
自
発
的
に
中
心
の
実
践

を
吸
収
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
二
つ
の
過
程
で
、
中
心
の

文
化
や
文
明
が
周
縁
へ
と
浸
透
し
て
い
き
、
現
在
理
解
さ
れ
て
い

る
よ
う
な
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
自
発
的
に

吸
収
す
る
と
い
う
後
者
の
過
程
を
経
る
諸
侯
の
典
型
例
と
し
て
、

一
二
・
一
三
世
紀
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
王
は
バ
ー
ト
レ
ッ
ト
に
よ

っ
て
扱
わ
れ
て
い
る
（
79
）
。
彼
ら
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
と
同
等
の
地

位
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
か
ら
人
材
や
行

政
的
実
践
を
導
入
し
た
（
80
）
。
王
朝
が
断
絶
し
た
一
三
世
紀
末
以
来
、

王
国
の
独
立
と
主
権
が
繰
り
返
し
脅
か
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
回
復
す

る
た
め
の
努
力
は
頓
挫
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
王
位
に
就
い
た

ロ
バ
ー
ト
は
、
自
ら
の
王
権
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
同
等
ま
で
高
め

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
手
詰
ま
り
状
態
を
打
開
し
た
。

印
璽
は
そ
の
努
力
の
一
つ
の
顕
れ
で
あ
っ
た
。
彼
は
そ
の
試
み
に

成
功
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
と
教
皇
か
ら
独
立
し
た
王
国
と
王
権

の
認
定
を
得
た
。
ロ
バ
ー
ト
の
印
璽
の
使
用
の
変
化
は
、「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
化
」
の
過
程
に
お
い
て
周
辺
の
小
国
が
独
立
し
た
国
家
を

形
成
し
、
そ
れ
を
宣
言
し
よ
う
と
す
る
努
力
の
顕
れ
だ
っ
た
の
で

あ
る
（
81
）
。

註（
１
）

B
arrow

,
R

obert
B

ruce,
pp

.
237

�41
;T

anner,
‘C

ow
ing

the
C

om
m

unity?’,p.53
;R

PS
,1309/1,1309/2,1309/3.

（
２
）
王
璽
を
付
さ
れ
て
発
給
さ
れ
た
こ
の
文
書
は
、
文
面
に
発
給
日

時
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
証
人
の
構
成
員
を
根
拠
と
し
て
こ
の

パ
ー
ラ
メ
ン
ト
に
て
発
給
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
と
ダ
ン
カ
ン
は
推

察
し
て
い
る
�R

R
S5

,pp.630

�31.

Ｇ
・
バ
ロ
ウ
は
ダ
ン
カ
ン
の

推
定
に
同
意
し
て
い
る
�B

arrow
,R

obert
B

ruce,p.470,n.99.

（
３
）

N
o.385

で
扱
わ
れ
る
土
地
は
す
で
に
メ
ル
ロ
ー
ズ
大
修
道
院

に
よ
っ
て
グ
レ
ア
ム
か
ら
保
有
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
証
書
の
中
でdedisse

と
い
う
動
詞
を
使
っ
た
こ
と
は
、
王
が

彼
の
権
威
を
示
そ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
か
も
し
れ
な

い
�K

eith
Stringer,

‘T
he

C
harters

of
D

avid,
E

arl
of

H
un-

tingdon
and

Lord
of

G
arioch

:a
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A
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D
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E
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N
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M
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,
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ed.by
K

.J.Stringer

（E
dinburgh

:John
D

onald
Publishers,

1985

）,pp.72

�101,at
p.76.

措
置
部
で
使
わ
れ
る
動
詞
の
法
的

側
面
を
注
目
す
る
見
方
に
つ
い
て
は
�D

avies,‘D
onor

and
duty

of
w

arrandice’,pp.132,164

�65.

（
４
）

B
arrow

,R
obert

B
ruce,pp.249

�65.

（
５
）

R
R

S5
,p.327.

（
６
）

R
R

S5
,p.178.

（
７
）
「
ガ
ー
ス
」
と
は
聖
域
の
こ
と
で
あ
り
、
次
の
文
献
に
詳
し
い
。

H
ector

L
.

M
acQ

ueen
,

‘G
irth

:
Society

and
the

Law
of

Sanctuary
in

Scotland’,
in

C
ritical

Studies
in

A
ncient

Law
,

C
om

parative
Law

and
Legal

H
istory

:E
ssays

in
honour

of
A

lan
W

atson
,

ed.
by

John
W

.
C

airns
and

O
livia

F
.

R
obin-

son

（O
xford

:H
art

Publishing,2001
）,pp.333

�52.

（
８
）
「
王
国
の
印
璽
」
は
、
通
常
の
国
璽
の
表
現
で
あ
るsigillum

nostrum

と
比
べ
て
例
外
的
で
あ
る
が
、
国
璽
を
指
し
て
い
る
と

考
え
る
べ
き
で
あ
る
�R

R
S5

,pp.178

�80.

（
９
）
追
認
証
書
と
は
、
新
た
な
授
与give,do

で
は
な
く
、
過
去
の

権
利
を
確
認
・
追
認
す
るconfirm

,confirm
o

た
め
の
文
書
で
あ

る
。

（
１０
）
こ
の
文
書
に
つ
い
て
は
前
稿
の
八
一
頁
を
見
よ
。

（
１１
）

R
obertus

dei
gratia

rex
Scotorum

B
ernardo

abbati
de

A
berbrothok

cancellario
suo

Scotie
salutem

.
M

andam
us

vo-
bis

et
precipim

us
quatenus

cartam
dilecti

nepotis
nostri

T
hom

e
R

anulphi
com

itis
M

oravie
dom

ini
vllis

A
nandie

et
M

annie
super

com
itatu

M
oravie

cum
pertinentiis

fieri
et

renovari
faciatis

in
hec

verba
.

―R
obertus

D
ei

gratia
rex

Scotorum
...

（
１２
）
ダ
ヴ
ァ
クdavach

は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
土
地
の
単

位
で
あ
り
、
一
ダ
ヴ
ァ
ク
は
お
よ
そ
四
一
六
エ
イ
カ
ー
で
あ
る
。

（
１３
）
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
奉
仕Scottish

service

」
と
は
、
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
の
基
本
的
な
軍
事
義
務
を
表
す
た
め
に
使
わ
れ
る
様
々

な
言
葉
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
�A

lexander
G

rant,‘Service
and

T
enure

in
Late

M
edieval

Scotland
,

1314

�1475
’,

in
C

oncepts
and

Patterns
of

Service
in

the
Later

M
iddle

A
ges,

ed
.

by
A

nne
C

urray
and

E
lizabeth

M
atthew

,
T

he
Fif-

teenth
C

entury
1

（W
oodbridge

:B
oydell

Press,
2000

）,pp.
145

�79,at
p.150.

（
１４
）
ダ
ン
カ
ン
は
筆
跡
か
ら
特
定
し
、
ロ
バ
ー
ト
一
世
の
文
書
を
二

通
以
上
清
書
し
た
書
記
を
一
二
人
と
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
書
記

Ｃ
は
治
世
後
半
に
多
く
の
文
書
を
書
き
、
一
三
三
〇
年
の
デ
イ
ヴ

ィ
ッ
ド
二
世
の
文
書
も
一
通
清
書
し
て
い
る
。
ま
た
彼
は
一
三
二

六
年
か
ら
三
三
年
ま
で
の
現
存
す
る
財
務
記
録E

xchequer
R

olls

も
書
い
て
い
る
�R

R
S5

,pp.174

�76.

（
１５
）
王
ロ
バ
ー
ト
に
よ
っ
て
発
給
さ
れ
た
ほ
ぼ
す
べ
て
の
文
書
は
、

蝋
自
体
の
固
有
の
色
で
あ
る
黄
色
の
蝋
に
よ
っ
て
押
印
さ
れ
た
。

し
か
し
、
治
世
後
半
の
い
く
つ
か
の
王
璽
文
書
（N

o.306

、N
o.

355

、N
o.376

、N
o.377

）
は
赤
く
着
色
さ
れ
た
蝋
で
押
印
さ
れ

た
�R

R
S5

,p.196

�97.
（
１６
）
尚
書
部
長
官
が
ア
ー
ブ
ロ
ウ
ス
大
修
道
院
で
あ
っ
た
バ
ー
ナ
ー

ド
か
ら
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ト
ゥ
イ
ン
ハ
ム
（
ト
ゥ
イ
ン
ホ
ー
ム
）
へ

と
交
代
し
た
あ
と
、
そ
れ
ま
で
は
概
し
て
ア
ー
ブ
ロ
ウ
ス
に
位
置

し
、
王
か
ら
自
立
し
て
い
た
よ
う
に
見
え
た
尚
書
部
の
独
立
性
が

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
王
ロ
バ
ー
ト
一
世
の
王
権
と
印
璽
（
下
）

一
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三
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失
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
１７
）

G
.

P
.

C
uttino

,
E

nglish
D

iplom
atic

A
dm

inistration
,

1259

�1339

（O
xford

:O
xford

U
niversity

Press,
1940

）,pp.
105

�108.

（
１８
）
ロ
バ
ー
ト
一
世
の
す
べ
て
の
文
書
の
う
ち
、
一
九
通
（N

o.21

、

N
o.24

、N
o.25

、N
o.40

、N
o.162

、N
o.195

、N
o.215

、N
o.

222

、N
o.226

、N
o.232

、N
o.299

、N
o.322

、N
o.326

、N
o.

342

、N
o.343

、N
o.344

、N
o.345

、N
o.376

、N
o.

377

）
が

外
交
上
の
文
書
と
分
類
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
う
ち
八
通

（N
o.

24

、N
o.

25

、N
o.

215

、N
o.

232

、N
o.

299

、N
o.

342

、

N
o.343

、N
o.345

）
が
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
外
国
の
君
主
と

の
公
式
な
協
定
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
国
璽
に
よ
っ
て
発
給
さ
れ
た
。

残
り
の
一
一
通
の
う
ち
の
ほ
と
ん
ど（N

o.21

、N
o.40

、N
o.195

、

N
o.222

、N
o.322

、N
o.326

、N
o.376
、N

o.377

）
が
王
璽

の
も
と
で
発
給
さ
れ
た
。

（
１９
）
王
の
意
思
が
表
現
さ
れ
て
い
る
通
信
と
は
違
い
、N

o.375

は

「
当
然of

course

」
の
手
続
き
で
発
給
さ
れ
、N

o.379
は
定
型
文

言
集
を
も
と
に
作
成
さ
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
国
璽
で
発
給
さ
れ
る

べ
き
「
官
僚
制
的
」
な
文
書
で
あ
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
�

R
R

S5
,p.157.

（
２０
）
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
王
璽
文
書
を
書
く
た
め
に
フ
ラ
ン
ス
語
が

使
わ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
外
交
上
の
通
信
も
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
か
れ
た
。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
も
外
交
上
の
文
書
に
は
フ
ラ
ン
ス
語
が
使
わ

れ
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、N

o.376

と

N
o.377

は
フ
ラ
ン
ス
語
で
は
な
く
ラ
テ
ン
語
で
書
か
れ
て
い
る
。

書
記
Ｃ
が
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
く
能
力
が
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
が
、
ダ
ン
カ
ン
に
よ
る
と
、
当
時
の
尚
書
部
長
官
で
あ
る
ウ
ォ

ル
タ
ー
・
ト
ゥ
イ
ン
ハ
ム
は
フ
ラ
ン
ス
語
に
堪
能
で
あ
っ
た
。
彼

と
書
記
Ｃ
の
両
方
が
カ
ー
ド
ゥ
ロ
ス
に
い
た
の
な
ら
、
な
ぜ
こ
れ

ら
の
書
状
は
ラ
テ
ン
語
で
書
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
２１
）
確
か
に
、
治
世
前
半
に
お
い
て
も
明
確
な
印
璽
の
使
用
法
を
明

言
す
るN

o.13

は
、
こ
の
全
体
的
傾
向
に
と
っ
て
例
外
で
あ
る
。

し
か
し
そ
こ
に
現
れ
て
い
る
意
思
が
実
行
に
移
さ
れ
た
と
い
う
証

拠
は
な
い
。

（
２２
）
こ
こ
で
は
、「
授
与
」
と
い
う
用
語
を
、「give

（do

）」
あ
る

い
は
「grant

（concedo

）」、
そ
の
両
方
を
指
し
て
用
い
る
。
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
の
証
書
の
措
置
部
に
つ
い
て
は
次
の
文
献
を
見
よ
�

D
avies,

‘D
onor

and
duty

of
w

arrandice’,
pp

.
120

�65
;

Stringer,
‘C

harters
of

D
avid’;John

H
udson

,
‘Legal

A
s-

pects
of

Scottish
C

harter
D

iplom
atic

in
the

T
w

elfth
C

en-
tury

:A
C

om
parative

A
pproach’,

in
A

nglo-N
orm

an
Studies

X
X

V
:Proceedings

of
the

B
attle

C
onference,

2002
,

ed
.

by
John

G
illingham

（W
oodbridge

:B
oydell

Press,
2003

）,pp.
121

�38.

（
２３
）
文
書
は
概
し
て
宛
先
と
措
置
部
の
動
詞
に
応
じ
て
分
類
さ
れ
る

が
、
た
と
え
ど
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
る
に
し
て
も
、
少
な
か
ら
ず

恣
意
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

（
２４
）
こ
れ
ら
の
一
四
通
の
う
ち
、
四
通
（N

o.385

、N
o.13

、N
o.

38

、N
o.55

）
は
既
述
で
あ
り
、
二
通
（N

o.266

、N
o.293

）

が
以
下
で
扱
わ
れ
る
。

（
２５
）

R
R

S5
,pp.529

�30.

（
２６
）

C
f.R

R
S5

,pp.77

�82.R
obertus

D
ei

gracia
rex

Scottorum

史

学
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om
nibus

ad
quos

presentes
littere

peruenerint
salutem

.
Scia-

tis
nos

quasdatm
cartas

bone
m

em
orie

dom
inorum

W
illelm

i
et

A
lexandri

D
ei

gracta
regum

Scottorum
antecessorum

nos-
trorum

non
abolitas

non
cancellatas

nec
in

aliqua
parte

vi-
ciatasa

m
agistro

et
fratribus

hospitalis
sancte

T
rinitatis

de
Soltr’in

verbis
subsequentibus

confectas.

比
較
対
象
の
た
め
に
、
通
常
の
検
査
証
書
（N

o.91

）
の
冒
頭

部
分
を
例
と
し
て
紹
介
す
る
。「
神
の
恩
寵
に
よ
り
ス
コ
ッ
ト
人
の

王
で
あ
る
ロ
バ
ー
ト
が
、
彼
の
す
べ
て
の
地
の
す
べ
て
の
良
き

人
々
に
挨
拶
す
る
。
以
下
の
こ
と
を
知
れ
。
す
な
わ
ち
、
余
が
騎

士
ジ
ョ
ン
・
ル
ス
の
証
書
を
検
査
し
、
以
下
に
続
く
そ
の
い
か
な

る
部
分
に
お
い
て
も
取
り
消
さ
れ
な
い
こ
と
を
認
識
し
た
こ
と
を
。

す
な
わ
ち
…
…
。R

obertus
D

ei
gracia

rex
Scottorum

om
nibus

probis
hom

inibus
tocius

terre
sue

salutem
.

Sciatis
nos

in-
spexisse

ac
veraciter

intellexisse
cartam

Johannis
de

Luss’
m

ilitis
non

cancellatam
non

abolitam
nec

in
aliqua

sui
parte

viciatam
in

hec
verba

.

」

（
２７
）

R
R

S2
,no.400.R

R
S4

�1,nos.43,48.

（
２８
）

R
egistrum

D
om

us
de

Soltre
necnon

E
cclesie

C
ollegiate

S.
T

rinitatis
prope

E
dinburgh

etc

（E
dinburgh,

1861

）,no.
52.

こ
の
カ
ー
チ
ュ
ラ
リ
ー
は
一
二
世
紀
か
ら
一
四
世
紀
ま
で
の
文
書

の
写
し
を
綴
じ
て
い
る
�M

edieval
C

artularies
ofG

reat
B

rit-
ain

and
Ireland

,
ed

.
by

G
.

R
.

C
.

D
avis,

revised
edn

by
C

laire
B

reay,
Julian

H
arrison

and
D

avid
M

.
Sm

ith

（Lon-
don

:T
he

B
ritish

Library,2010

）,p.241.

（
２９
）
文
書
形
式
の
違
い
に
注
目
し
た
研
究
は
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る
。B

roun,‘A
bsence

of
R

egnalY
ears’;N

ishioka
K

enji,
‘Scots

and
G

alw
egians

in
the

‘‘peoples
address’’

of
Scottish

C
harters’,

Scottish
H

istorical
R

eview
,

87

（2008

）,
pp.206

�32.

（
３０
）
以
下
がN

o.266a

（R
R

S2
,no.400

）
の
全
文
で
あ
る
。W

il-
lelm

us
D

ei
gracia

rex
Scottorum

episcopis
abbatibus

co-
m

itibus
baronibus

justiciariis
vicecom

itibus
prepositis

m
in-

istris
et

om
nibus

probis
hom

inibus
tocius

terre
sue

cleri-
cis

et
laicis

salutem
.Sciant

presentes
et

futuri
m

e
dedisse

et
concessisse

et
hac

carta
m

ea
confirm

asse
D

eo
et

hospi-
tali

sancte
T

rinitatis
de

Soltr’
om

nes
donaciones

terrarum
et

hom
inum

et
elem

osinarum
que

eis
racionabiliter

date
sunt

in
om

nibus
rebus

et
possessionibus

m
undanis

in
terra

m
ea.

Q
uare

volo
et

firm
iter

precipio
vt

predictum
hospitale

et
fratres

ibi
D

eo
seruientes

om
nes

possessio-
nes

et
elem

osinas
suas

habeant
et

teneant
cum

socca
et

saka
cum

tol
et

them
et

infangandthef
et

cum
om

nibus
aliis

libertatibus
et

liberis
consuetudinibus

et
quietanciis

suis
in

bosco
et

plano
in

pratis
et

pascuis
in

aquis
et

m
olendinis

in
viis

et
sem

itis
in

m
oris

et
m

arresiis
in

stag-
nis

et
viuariis

in
grangiis

et
virgultis

infra
burgum

et
extra

et
in

om
nibus

rebus
liberas

et
quietas

de
placitis

et
quere-

lis
et

scutagio
auxilio

asisis
et

de
operacione

castellarum
et

poncium
et

de
bludw

yte
et

de
fethw

yte
et

quietas
de

om
ni

tollonio
et

passagio
et

lestagio
et

estalagio
et

de
om

ni
seculari

seruicio
et

opere
seruili

et
exaccione

et
de

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
王
ロ
バ
ー
ト
一
世
の
王
権
と
印
璽
（
下
）

一
六
五
（
一
六
五
）



om
nibus

aliis
consuetudinibus

seculanbus
excepta

sola
iusticia

m
ortis

et
m

em
brorum

et
exceptis

quatuor
querelis

que
ad

coronam
m

eam
pertinent,

scilicet
de

robora
de

m
urthir’

de
conbustione

et
de

fem
ina

efforciata.
Q

uare
volo

et
firm

iter
precipio

vt
fratres

antedicti
om

nia
pre-

scripta
habeant

et
teneant

in
liberam

et
perpetuam

elem
osinam

pro
am

ore
D

ei
et

pro
anim

a
regis

D
auid

aui
m

ei
et

regis
M

alcolm
i

fratris
m

ei
et

pro
anim

a
com

itis
H

enrici
patris

m
ei

et
om

nium
antecessorum

et
heredum

m
eorum

.
T

estibus,
H

ugone
cancellano

m
eo

,
R

icardo
de

Prebenda
clerico

m
ea

,
R

adulpho
et

W
altero

capellanis
m

eis,
R

olando
filio

V
tredi

justiciario,
W

altero
de

Lyndis-
say

justiciario,
W

illelm
o

com
ite,

W
illelm

o
de

Sum
eruile,

T
hom

a
de

C
oluile,

Johanne
m

arescallo
.

D
at’

quinto
die

A
ugusti

apud
H

adyngtona
.

（
３１
）

C
haplais,E

nglish
R

oyal
D

ocum
ents,p.27.

（
３２
）

R
R

S2
,nos.193,400,434

（
３３
）
し
か
し
バ
ロ
ウ
は
そ
の
判
断
の
理
由
を
明
確
に
し
て
い
な
い
�

R
R

S2
,p.247.

（
３４
）
一
一
九
五
年
頃
（R

R
S2

のN
o.375

）
以
前
は
、
ほ
と
ん
ど

の
文
書
は
発
給
地
の
み
が
記
載
さ
れ
、
日
付
は
記
載
さ
れ
な
か
っ

た
。
そ
れ
以
降
の
ほ
と
ん
ど
の
文
書
は
発
給
地
と
と
も
に
発
給

「
月
日
」（
年
を
除
く
）
が
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば

「
フ
ォ
ー
フ
ァ
ー
に
お
い
て
、
六
月
一
六
日A

pud
F

orfa
xvi

die
Junii

」
と
い
う
よ
う
に
。
�R

R
S2

,pp.31,81

�82.C
f.B

roun,
“A

bsence
of

R
egnalY

ears”.

（
３５
）

R
R

S2

のN
o.434

の
全
文
は
以
下
で
あ
る
�W

’.D
eigratia

R
ex

Scott’.
O

m
nibus

probis
hom

inibus
T

ocius
T

erre
sue

clericis
et

Laicis
Salutem

.
Sciant

presentes
et

futuri
m

e
concessisse

et
hac

C
arta

m
ea

confirm
asse

donacionem
quam

W
illelm

us
de

V
eteriPonte

fecit
D

eo
et

Sancte
C

ruci
de

E
deneb’et

C
anonicis

ibidem
D

eo
seruientibus

de
terre

de
O

kelfas’per
rectas

dicisas
suas

et
cum

om
nibus

iustis
pertinenciis

suis.
T

enendam
sibi

in
liberam

et
puram

et
perpetam

elem
osinam

cum
om

nnibus
d

predictam
T

erram
iuste

pertinentibus
ita

libere
et

Q
uiete

plenarie
et

honori-
fice

Sicut
C

arta
predicti

W
illelm

i
de

V
eteri

Ponte
eis

inde
facta

T
estatur.

Saluo
seriuivio

m
eo

de
terra

illa
et

in
aux-

iliis
et

in
aliis

de
heredibus

prefatiW
illelm

i.T
este

W
altero

C
apellano

m
eo,

Philippo
de

V
aloniis

C
am

erario
m

eo,
W

il-
lelm

o
C

um
in

,
W

illelm
o

de
B

oscho,
D

auid
de

H
aia,

W
il-

lelm
o

de
M

orauia,
R

icardo
R

euel’,
H

enrico
R

euel.
A

pud
Forfar

iiij
die

N
ouem

bris.
D

atum
per

m
anum

W
illelm

i
de

B
oscho

tem
pore

FlorentiC
ancellarii

anno
ab

incarnacione
D

om
inim

.cciij.

（
３６
）

R
R

S2
,p.409.

（
３７
）
そ
の
認
証
定
式
は
「
前
述
の
証
拠
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
証
書
の

こ
の
写
し
に
余
は
王
璽
を
付
し
たIn

quorum
prem

issorum
tes-

tim
onium

sigillum
nostrum

priuatum
presenti

cartarum
transcripto

apposuim
us

」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
認
証

定
式
は
、
前
稿
の
註（
５２
）で
述
べ
た
通
常
の
認
証
定
式
「
こ
の
こ

と
の
証
拠
と
し
て
、
こ
の
証
書
に
余
の
印
璽
が
取
り
付
け
ら
れ
る

史

学

第
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六
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よ
う
に
、
余
は
命
じ
たIn

cuius
rei

testim
onium

presenti
carte

nostre
sigillum

nostrum
precepim

us
apponi

」
と
は
異
な
っ
て

お
り
、
こ
こ
で
検
討
し
て
い
る
事
例
の
み
で
認
め
ら
れ
る
定
式
で

あ
る
。

（
３８
）
こ
の
文
書
が
偽
造
で
あ
る
な
ら
ば
、
な
ぜ
そ
の
作
成
者
が
王
璽

で
発
給
さ
れ
た
こ
と
を
選
ん
だ
の
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ

う
。

（
３９
）
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
マ
ル
ク
は
、
他
の
地
と
同
様
に
一
ポ
ン
ド

の
三
分
の
二
で
あ
る
�E

lizabeth
G

em
m

ill
and

N
icholas

M
ayhew

,
C

hanging
V

alues
in

M
edieval

Scotland
:A

Study
ofPrices,

M
oney,

and
W

eights
and

M
easures

（C
am

bridge
:

C
am

bridge
U

niversity
Press,1995

）,p.385.

（
４０
）

N
o.294

で
王
は
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
グ
レ
ア
ム
に
オ
ー
ル
ド
・

モ
ン
ト
ゥ
ロ
ー
ズ
を
与
えdedisse

授
与
しconcessisse

確
認
し
た

confirm
asse

。

（
４１
）
確
か
に
、
治
世
前
半
で
の
王
璽
に
よ
る
授
与
も
、
こ
の
例
の
よ

う
に
、
発
給
過
程
の
一
部
で
あ
り
見
本
を
提
供
す
る
た
め
の
文
書

で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
見
本
を
提
供
す
る
た
め
の

文
書
の
ほ
う
が
残
存
率
が
低
い
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
可
能
性
は
合

理
性
を
欠
い
て
い
る
。

（
４２
）
『
西
洋
中
世
学
入
門
』、
六
八
頁
。

（
４３
）

R
.

C
.

van
C

aenegem
,

R
oyal

W
rits

in
E

ngland
from

the
C

onquest
to

G
lanvil

:
Studies

in
the

E
arly

H
istory

of
the

C
om

m
on

Law

（London
:Selden

Society,
1959

）,p.
129

;
C

haplais,
E

nglish
R

oyal
D

ocum
ents,

p.
19

;T
he

C
harters

of
K

ing
D

avid
I

:the
W

ritten
A

cts
of

D
avid

I
K

ing
of

Scots,

1124

�53
and

of
H

is
Son

H
enry

E
arl

of
N

orthum
berland,

1139

�52
,

ed.
by

G
.

W
.

S.
B

arrow

（W
oodbridge

:B
oydell

Press,1999

）,p.13
;R

R
S2

,pp.70,77.C
f.

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で

は
尚
書
部
の
登
録
が
始
ま
っ
た
あ
と
、
全
般
的
宛
先
を
持
っ
た
証

書
と
開
封
書
状
は
、
個
人
に
宛
て
ら
れ
た
他
の
形
態
の
書
状
と
は

別
に
登
録
さ
れ
た
�T

out,C
hapters,i,p.152.

（
４４
）

C
harters

ofD
avid

I,ed.by
B

arrow
,p.xiii.

（
４５
）
例
え
ば
前
述
のN

o.109

、N
o.242

、N
o.292

を
見
よ
。

（
４６
）

N
o.

283
:‘R

obertus
D

ei
gracia

rex
Scotorum

cam
erario

suo
Scocie

salutem
.

Q
uia

intellexim
us

quod
religiosi

viri
ab-

bas
et

canonici
de

D
riburgh’viginti

solidos
sterlingorum

ad
lum

inare
ecclesie

sue
de

firm
is

burgi
nostri

de
R

okisburgh’
annuatim

recipere
consueuerunt

prout
nobis

per
cartam

bone
m

em
orie

dom
ini

W
illelm

i
regis

predecessoris
nostri

dicti
religiosi

plenius
ostenderunt

.
V

obis
m

andam
us

quatenus
dictis

viris
religiosis

dictos
viginti

solidos
singulis

annis
de

dictis
firm

is
de

R
okesburgh’,

delicet
ad

festum
sancti

M
artini

in
hyem

e
et

ad
festum

Penthecostes
ad

quas-
cunque

m
anus

dicte
firm

e
deuenerint

deliberari
ficiatis

et
vobis

in
com

potis
vestris

quolibet
anno

allocari
faciem

us.
D

atum
apud

M
elrose

prim
o

die
N

ouem
bris

anno
regni

nos-
tri

vicesim
o’.

（
４７
）

N
o.

297
:‘R

obertus
D

ei
gracia

rex
Scottorum

vicecom
iti

et
balliuis

suis
de

Perth’salutem
.

Q
uia

volum
us

quod
lacus

de
B

lar’infra
balliam

vestram
custodiatur

ad
opus

nostrum
proprium

pro
aduentibus

nostris
apud

Sconam
,

vobis
m

an-

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
王
ロ
バ
ー
ト
一
世
の
王
権
と
印
璽
（
下
）

一
六
七
（
一
六
七
）



dam
us

et
precipim

us
quatinus

dictum
lacum

taliter
custo-

diri
faciatis

quod
nullus

piscari
presum

at
in

eadem
nisi

tantum
m

odo
ad

usum
proprium

religiosorum
uirorum

ab-
batis

et
conuentus

de
Scona.

D
at’apud

C
lacm

anan
xxvi

die
M

arcii
anno

regni
nostri

vicesim
o

prim
o’.

（
４８
）

N
o.

306
:‘R

obertus
D

ei
gracia

rex
Scottorum

H
ugoni

de
E

rth
m

iliti
ac

ceteris
forestariis

suis
de

C
lony

qui
pro

tem
-

pore
fuerint

salutem
.

Q
uia

concessim
us

caritatiue
uiris

re-
ligiosis

...
abbati

et
conuentui

de
C

upro
licenciam

constru-
endi

libere
reparandi

quociens
opus

fuerit
et

im
perpetuum

possidendi
pacifice

vnum
stagnum

et
aqueductum

pro
m

olendino
suo

de
C

alady
vltra

totam
aquam

de
F

erdyl
inter

forestam
nostram

de
C

lony
et

terram
suam

de
C

alady,
m

an-
dam

us
vobis

et
precipim

us
quatinus

ipsos
religiosos

aut
eorum

hom
ines

seu
tenentes

contra
hanc

concessionem
nos-

tram
nullatenus

inquietatis
im

pediatis
aut

grauetis.
D

at’
apud

D
alredal

in
Stratardolf

vj
die

m
ensis

A
ugusti

anno
regni

nostri
vicesim

o
prim

o’.

（
４９
）

N
o.

305
:R

obertus
D

ei
gracia

rex
Scottorum

justiciariis
vicecom

itibus
prepositis

et
eorum

balliuis
ad

quos
presentes

littere
peruenerint

salutem
.

M
andam

us
vobis

et
precipim

us
quatinus

perm
ittatis

religiosos
viros

abbatem
et

conuentum
de

Scona
gaudere

libertatibus
suis

eis
per

nos
concessis

iuxta
tenorem

litterarum
nostrarum

quas
inde

habent
sub

m
agno

sigillo
nostro

adeo
libere

et
quiete

sicut
religiosi

viri
abbates

et
conuentus

de
A

birbrothoc
et

de
D

unferm
elyn

‘gaudent
lib-

ertatibus
suis.

Ita
quod

pro
vestro

defectu
am

plius
inde

ius-
tam

querim
oniam

non
audiam

us.
D

at’
apud

A
lyth’

v
die

A
ugusti

anno
regni

nostri
vicesim

o
prim

o.

（
５０
）
フ
ァ
ン
・
カ
ネ
ヘ
ム
は
王
の
令
状
を
「
最
低
限
の
文
書
の
形
態

を
用
い
て
王
が
命
令
や
通
告
を
与
え
る
た
め
の
書
き
つ
け
」
で
あ

る
と
し
て
定
義
し
て
い
る
�van

C
aenegem

,R
oyal

W
rits,p.

110
;B

roun,‘A
doption

of
B

rieves’,pp.167,176

�77.

（
５１
）

W
alker,Legal

H
istory,i,p.258.

（
５２
）

C
harters

ofD
avid

I,ed.by
B

arrow
,p.8.

（
５３
）

T
he

R
egister

ofB
rieves

as
C

ontained
in

the
A

yr
M

s.,
the

B
ute

M
S

.
and

the
Q

uoniam
A

ttachim
enta

,
ed

.
by

Lord
C

ooper

（E
dinburgh

:Stair
Society,1946

）,p.9

（
５４
）

R
R

S4

�1,p.10.

（
５５
）

A
.

H
arding,

‘T
he

M
edieval

B
rieves

of
Protection

and
the

D
evelopm

ent
of

the
C

om
m

on
Law

’,
Juridical

R
eview

,
11

（1965

）,pp.113

�49
;M

acQ
ueen,C

om
m

on
Law

,passim
.

（
５６
）

W
alker,

Legal
H

istory,
ii,

p.
449

;M
acQ

ueen,
C

om
m

on
Law

,pp.105

�29.

ロ
バ
ー
ト
一
世
の
治
世
に
王
璽
で
発
給
さ
れ

た
訴
訟
開
始
令
状
は
現
存
し
て
い
な
い
。
彼
の
治
世
で
唯
一
現
存

す
る
訴
訟
開
始
令
状
（N

o.121

）
は
国
璽
に
よ
っ
て
発
給
さ
れ
て

い
る
。
ダ
ン
カ
ン
は
、
こ
の
令
状
を
作
成
す
る
た
め
に
定
型
文
言

集
が
使
わ
れ
た
と
推
定
し
て
い
る
�R

R
S5

,p.258.

権
利
令
状
に

つ
い
て
は
�M

acQ
ueen,C

om
m

on
Law

,pp.188

�210.
（
５７
）
彼
は
い
く
ら
か
た
め
ら
い
な
が
ら
も
、「
令
状brieve

」
と
い

う
用
語
を
司
法
目
的
の
令
状
に
限
定
し
て
用
い
て
い
る
�R

R
S5

,
p.105.

対
照
的
に
、
彼
は
行
政
上
の
令
状
を
「
命
令m

andate

」

史

学

第
八
六
巻

第
一
・
二
号

一
六
八
（
一
六
八
）



と
し
て
分
類
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
い
く
つ
か
の
文
書
を
「
命
令

あ
る
い
は
令
状m

andate
or

brieve

」
と
呼
ん
で
い
る
よ
う
に

（
例
え
ばR

R
S5

,no.73

）
行
政
上
の
令
状
と
司
法
上
の
そ
れ
を
区

別
す
る
こ
と
は
常
に
困
難
を
伴
う
。

（
５８
）
前
稿
の
第
三
節
を
参
照
。

（
５９
）

B
ateson,‘T

he
Scottish

K
ing’s

H
ousehold’,p.38.

（
６０
）

B
ateson,‘T

he
Scottish

K
ing’s

H
ousehold’,p.43.

（
６１
）

D
uncan,‘A

cta
of

R
obert

I’,p.11.

（
６２
）

R
R

S5
,p.106.

（
６３
）

T
out,

C
hapters,

ii,
pp.

153

�4,
284

;C
hrim

es,
Introduc-

tion
,p.152.

（
６４
）

T
out,C

hapters,i,pp.155
�57.

（
６５
）
註（
16
）を
参
照
せ
よ
。

（
６６
）

M
urray,‘Scottish

C
hancery’,p.148.

（
６７
）
前
稿
の
第
一
・
二
節
参
照
。C
f.

B
roun

,
‘R

ereading
the

“D
eposition

C
lause”

’;T
anner,

C
ow

ing
the

C
om

m
unity?’,

passim
.

（
６８
）

B
arrow

,R
obert

B
ruce,pp.321

�22.

（
６９
）

A
.A

.
M

.
D

uncan,
T

he
K

ingship
of

the
Scots,

842
�1292

（E
dinburgh

:E
dinburgh

U
niversity

Press,
2002

）,p.
142.

ロ
バ
ー
ト
が
崩
御
し
た
六
日
後
に
、
戴
冠
と
塗
油
の
権
利
を
与
え

る
教
勅
が
発
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
�N

icholson,Later
M

iddle
A

ges,p.125.

（
７０
）

G
.

W
.

S
.

B
arrow

,
T

he
A

nglo-N
orm

an
E

ra
in

Scottish
H

istory

（O
xford

:O
xford

U
niversity

Press,
1980

）.

主
に

Ｇ
・
バ
ロ
ウ
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
図
式
は
、
Ｓ
・
レ
イ
ノ
ル
ズ
の

「
封
建
化
無
用
論
」
の
議
論
に
よ
っ
て
修
正
を
迫
ら
れ
た
。Susan

R
eynolds,

‘Fiefs
and

V
assals

in
Scotland

:A
V

iew
from

O
utside’,Scottish

H
istorical

R
eview

,82

（2003

）,pp.
176

�93.

し
か
し
、
レ
イ
ノ
ル
ズ
の
論
に
対
し
て
反
論
も
な
さ
れ
て
い
る
。

H
ector

L
.

M
acQ

ueen
,

‘T
ears

of
a

Legal
H

istorian
:Scot-

tish
Feudalism

and
the

ius
com

m
une’,

Juridical
R

eview
,

（2003

）,pp.1

�28.

（
７１
）

G
.

W
.

S.
B

arrow
,

‘K
ingship

in
M

edieval
E

ngland
and

Scotland’,
in

his
Scotland

and
its

N
eighbours

in
the

M
iddle

A
ges

（London
:H

am
bledon

Press,1992

）,pp.23

�44,
at

pp.
32

�33
;B

roun,‘A
bsence

of
R

egnalY
ears’,pp.61

�63.

（
７２
）

D
auvit

B
roun

,
‘E

nglish
Law

and
the

U
nification

of
Scotland’,in

T
he

B
reaking

ofB
ritain

〈http://w
w

w
.breakin-

gofbritain
.ac.uk

/blogs/feature-of-the-m
onth

/m
ay-2012/

〉,
2012

;M
acQ

ueen,
C

om
m

on
Law

,
passim

;H
udson,

‘Legal
A

spects
of

Scottish
C

harter
D

iplom
atic’.

（
７３
）
ブ
リ
テ
ン
諸
島
の
三
つ
の
「
周
縁
」
で
あ
る
ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
中
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は

制
度
や
実
践
に
お
い
て
最
も
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
似
通
っ
て
い
た
。

そ
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
だ
け
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
か
ら
の
独
立
を

維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
化
し
た
地
域
が
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
に
よ
る
征
服
を
免
れ
た
と
い
う
事
実
が
、
中
世
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
史
の
逆
説
（
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
）
と
し
て
歴
史
家
に
認
識

さ
れ
て
い
る
�R

.
R

.
D

avies,
T

he
F

irst
E

nglish
E

m
pire

:
Pow

er
and

Identities
in

the
B

ritish
Isles

1093

�1343

（O
x-

ford
:O

xford
U

niversity
Press,

2000

）,passim
,

esp
.

pp
.

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
王
ロ
バ
ー
ト
一
世
の
王
権
と
印
璽
（
下
）

一
六
九
（
一
六
九
）



150

�58.
（
７４
）

R
PS

,1318/27.M
acQ

ueen,C
om

m
on

Law
,passim

.
（
７５
）

M
acQ

ueen,‘R
egiam

M
ajestatem

’,pp.5

�6.
（
７６
）
本
研
究
は
、
何
ら
か
の
規
則
に
従
っ
た
王
璽
の
実
践
が
ゆ
っ
く

り
と
進
展
し
た
こ
と
を
示
し
た
。
治
世
前
半
に
規
則
が
全
く
な
か

っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
治
世
前
半
に
文
書
に
「
王
璽
の
も
と
で
」

と
い
っ
た
文
言
が
挿
入
さ
れ
た
事
実
は
、
明
確
に
実
践
に
移
さ
れ

る
前
か
ら
す
で
に
あ
る
規
則
の
よ
う
な
も
の
が
存
在
し
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

（
７７
）

N
orm

an
R

eid,‘C
row

n
and

C
om

m
unity

under
R

obert
I’,

in
M

edieval
Scotland

:
C

row
n

,
Lordship

and
C

om
m

unity
:

E
ssays

Presented
to

G
.

W
.

S
.

B
arrow

,
ed

.
by

A
lexander

G
rant

and
K

eith
J.

Stringer

（E
dinburgh

:E
dinburgh

U
ni-

versity
Press,1993

）,pp.203

�22.

（
７８
）
権
力
と
、
そ
れ
を
支
え
、
裏
付
け
る
た
め
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の

利
用
は
、
近
年
の
中
世
後
期
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
史
研
究
の
焦
点
の

一
つ
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
次
の
文
献
を
参
照
せ
よ
�K

atie
Stevenson

,
Pow

er
and

Propaganda
:

Scotland
1306

�1488

（E
dinburgh

:
E

dinburgh
U

niversity
Press

,
2014

）.
M

cN
am

ee,R
obert

B
ruce,p.256.

（
７９
）

R
obert

B
artlett,T

he
M

aking
of

E
urope

:C
onquest,

C
olo-

nization
and

C
ultural

C
hange

950

�1350

（H
arm

ond-
sw

orth
:A

llen
Lane,1993

）,passim
.

（
８０
）
一
二
・
一
三
世
紀
の
ブ
リ
テ
ン
諸
島
に
お
け
る
関
係
性
は
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
内
で
の
関
係
性
の
縮
図
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
や
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
の
関
係
は

「
中
心
」
と
「
被
征
服
地
」
と
の
関
係
で
あ
り
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と

の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
の
関
係
は
「
中
心
」
と
「
自
発
的
吸
収

地
」
の
そ
れ
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
�R

.R
.D

avies,D
om

ina-
tion

and
C

onquest:the
E

xperience
of

Ireland,
Scotland

and
W

ales
1100

�1300

（C
am

bridge
:

C
am

bridge
U

niversity
Press,1990

）,passim
.

（
８１
）
最
後
に
言
及
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
す
べ
て
の

王
の
文
書
が
同
じ
条
件
下
で
発
給
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
で

あ
る
。
政
府
と
国
家
は
王
と
彼
の
顧
問
団
に
よ
っ
て
の
み
形
成
さ

れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
彼
ら
と
臣
民
と
の
関
係
性
の
中
で
発
展
し

て
い
く
も
の
で
あ
る
。
い
く
つ
か
の
文
書
は
王
の
都
合
に
よ
り
発

給
さ
れ
る
が
、
受
領
者
の
嘆
願
の
結
果
発
給
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
。

文
書
は
、
そ
れ
が
発
給
さ
れ
る
状
況
を
あ
る
程
度
は
反
映
し
て
い

る
は
ず
で
あ
り
、
そ
れ
が
探
求
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ

う
。C

f.
G

erald
H

arriss,
‘Political

Society
and

the
G

row
th

of
G

overnm
ent

in
Late

M
edievalE

ngland’,Past
&

Present,
138

（1993

）,pp.28

�57,at
p.35.

﹇
付
記
﹈本

稿
は
、
平
成
二
七
年
度
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
博
士
課
程
学
生

研
究
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

史

学

第
八
六
巻

第
一
・
二
号

一
七
〇
（
一
七
〇
）


